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タイムリーな情報を提供します

スマートフォン フィーチャーフォン

熊谷50周年を記念して、熊谷キャンパスへのあなたの熱
い想いを募集します。
　  熊谷キャンパスで過ごしたあの日あの時
　  桜舞う吉野川の思い出
　    ステラのねぎラーメンよく食べたな～ などなど…。
あなたのとっておきの想いをぜひお寄せください。
皆さんの熱い想いは、大学ホームページや学園新聞でご紹介し
ます。
本学ホームページに7月中旬開設の“熊谷50周年特設サイト”に
て募集開始! たくさんのご応募をお待ちしています。

〈お問い合わせ〉
学長室広報課  03-3492-5250  contact@ris.ac.jp

学
が
東
京
ド
ー
ム
8
個

分
も
の
広
さ
の
熊
谷

キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
設
し
て
50
年

が
経
ち
ま
し
た
。
そ
の
間
、
建

築
家
・
槇
文
彦
氏
設
計
の
校
舎

を
は
じ
め
と
す
る
充
実
し
た
教

育
研
究
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
で
豊

か
な
歴
史
が
刻
ま
れ
、
多
く
の

有
為
な
人
材
が
巣
立
っ
て
い
き

ま
し
た
。
社
会
福
祉
学
部
は
昨

年
度
、
地
球
環
境
科
学
部
は
来

年
度
、そ
れ
ぞ
れ
20
周
年
で
す
。

学
園
新
聞
の
読
者
の
皆
様
の
な

か
に
も
、
熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で

の
学
生
生
活
が
そ
の
後
の
人
生

に
お
い
て
重
要
な
要
素
を
成
し

て
い
る
と
い
う
方
も
た
く
さ
ん

い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

と
こ
ろ
で
、
教
育
（
人
材
養

成
）
は
、
学
内
だ
け
で
と
ど
ま
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
学
が

教
育
目
標
と
し
て
掲
げ
る
「
モ

ラ
リ
ス
ト
×
エ
キ
ス
パ
ー
ト
」
な

人
材
は
、
社
会
と
の
積
極
的
な

関
わ
り
合
い
の
な
か
で
こ
そ
育

ま
れ
る
も
の
で
す
。
産
学
連

携
型
の
女
子
ラ
グ
ビ
ー
チ
ー

ム
N
P
O
法
人
A
R
U
K
A
S 

K
U
M
A
G
A
Y
A
の
設
立
と

活
動
、
地
元
産
業
界
に
よ
る
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
受
け
入
れ

や
業
界
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
地

元
・
熊
谷
市
の
市
長
・
職
員
に

よ
る
授
業
科
目
の
実
施
、
学

生
に
よ
る
熊
谷
バ
リ
ア
フ
リ
ー

マ
ッ
プ
「
あ
の
く
ま
」
や
「
め

ぬ
ま
観
光
読
本
。」
等
の
作
成
、

権
田
酒
造
㈱
と
の
立
正
ブ
ラ
ン

ド
日
本
酒
開
発
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

ホ
テ
ル
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
と
の

ブ
ラ
イ
ダ
ル
フ
ェ
ア
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
等
々
、
地
域
社
会
の
教
育

資
源
に
よ
っ
て
学
生
た
ち
が
そ

の
資
質
・
能
力
を
大
き
く
向
上

さ
せ
た
例
は
枚
挙
に
い
と
ま
が

あ
り
ま
せ
ん
。

　

熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
開
設
50
周

年
の
節
目
に
当
た
り
、
こ
れ
ま

で
校
友
、
地
域
の
皆
様
か
ら
頂

い
た
多
大
な
ご
理
解
、
ご
協
力

に
あ
ら
た
め
て
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
こ
れ

か
ら
も
熊
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
を
重

要
な
一
拠
点
と
し
な
が
ら
本

学
の
社
会
的
使
命

を
一
層
発
揮
す
る

こ
と
を
誓
い
ま
す
。

特
に
、
地
元
自
治
体
・
産
業
界
・

学
校
と
連
携
・
協
働
関
係
を
推

進
し
な
が
ら
、
キ
ャ
ン
パ
ス
特

性
・
資
源
（
自
然
豊
か
な
広
大

な
敷
地
、
実
験
実
習
・
ス
ポ
ー

ツ
施
設
、
宿
泊
機
能
、
駐
車
場

等
）
を
活
か
し
、
か
つ
8
学
部

15
学
科
、
大
学
院
7
研
究
科
か

ら
な
る
総
合
大
学
と
し
て
、
熊

谷
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
新
学

部
の
設
置
や
自
然
栽
培
へ
の
取

り
組
み
、
駅
伝
部
創
設
な
ど
を

目
指
し
ま
す
。

“熊谷キャンパス50 あなたの想い♥”キャンペーン

“熊谷キャンパス50
あなたの想い”を

募集します

熊谷キャンパス開設　 周年
豊かな歴史を刻み、有為な人材を輩出した50年

これからも、熊谷を一拠点として社会に貢献

2017 熊谷キャンパス開設50周年

▲ 1960年ごろから、第1次ベビー
ブームと進学率の上昇に併せ、
全国的に大学の新設ラッシュや
新キャンパスづくりが始まりまし
た。立正大学では、1964年2月
に、熊谷市での第2キャンパス開
設が決定しました

▲ 1966年6月からは第2・第3期工事が進められ、
施設の充実が図られました。写真は建築家・槇文
彦氏設計の本部棟（現在のゲートプラザ）

▲ 2010年、熊谷再開発工事竣工からキャンパスの象徴
となったアカデミックキューブ、スポーツキューブ

▲ 1966年6月にはグランド開き
も行われました。できあがっ
た陸上競技場は熊谷市唯一
の公式競技ができるもので、
テニスコートは高等学校の全
国レベルの大会会場となり、
野球場は旧後楽園球場と同じ
広さで設計されました

▶ 1969年3月には短期大学部が完全
移転。同年4月には保育専門学校
が開校しました（1985年に閉校）

▶ 熊谷キャンパスの全景［1970
年ごろ］

▶ 1993年にユニデ
ンスA館、1994年
にユニデンスB館
が完成

本

※夏期オープンキャンパス（7月、8月）は、両キャンパスですべての学部が相談や説明会を実施します。
・

▲ 熊谷キャンパスの全景［2010年ごろ］
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谷キャンパス開設50周年に
当たっては、たくさんの記

念イベントが予定されています。そ
のなかには、学生はもちろん、一般
の方にも広く公開されているものも
あります。なお、予定は変更となる
場合があります。

　ラグビーを通じた地域交流・社会貢献、人材育成を
目的に開催している「ラグビーフェスティバル」も今年で
10回目。今回は熊谷キャンパス開設50周年記念事業の
一環として実施しました。当日はあいにくの雨模様の天
気でしたが、小・中学生を対象としたラグビースクール、
シニアチームの交流試合、女子セブンズのエキシビジョ
ンマッチなどが元気に行われ、年齢、性別関係なく来場
者全員がラグビーに熱中した一日になりました。

　熊谷キャンパス50周年記念事業の最初のイベントと
して3月12日（日）に開催されたのが、体育会剣道部の「第
5回橘錬成会」です。当日は、300人近くの高校生をは
じめ、立正大学付属立正高校の生徒も参加し、盛会に
なりました。また、熊谷キャンパス1期生をはじめたくさ
んの先輩たちが集まり、当時の熊谷キャンパスの話や剣
道部の様子など貴重な話を聞く有意義なイベントとなり
ました。

　5月20日（土）、秩父鉄道広瀬川原車
両基地で行われた「秩父鉄道わくわく鉄道

フェスタ2017」にも、本学は熊谷キャンパス
50周年記念事業として、ブースを出展しました。

ブースでは、熊谷市の権田酒造株式会社様と立正大学
の学生が共同で制作した、立正大学オリジナルブランド
の日本酒を販売したほか、地球環境科学部の学生が作
成した秩父鉄道沿線観光マップなどを配布しました。

　

3
月
17
日
、
品
川
キ
ャ
ン
パ

ス
に
お
い
て
、
第
2
回
目
と
な

る
「
立
正
大
学
ベ
ス
ト
ク
ラ
ス

賞
」
授
賞
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

本
学
に
お
け
る
F
D
活
動
推

進
の
た
め
に
平
成
27
年
度
に
創

設
さ
れ
た
「
立
正
大
学
ベ
ス
ト

ク
ラ
ス
賞
」
は
、
教
育
方
法
の

工
夫
や
改
善
に
取
り
組
み
、
質

の
高
い
授
業
を
実
践
し
た
こ
と

が
認
め
ら
れ
た
授
業
科
目
に
贈

ら
れ
ま
す
。

　

選
考
は
、
本
学
が
学
生
に
対

し
て
行
う
「
授
業
改
善
ア
ン

ケ
ー
ト
」
の
回
答
結
果
に
基
づ

い
て
行
わ
れ
、
最
も
満
足
度
の

　

5
月
20
日
、
本
年
度
、
専
任

と
な
っ
た
教
職
員
を
対
象
に
研

修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
研
修
会
は
、
本
学
の
建
学
の

精
神
や
教
育
改
革
の
現
状
、
将

来
に
向
け
た
組
織
的
な
取
り
組

み
を
理
解
し
、共
通
認
識
に
立
っ

た
う
え
で
、
教
育
・
研
究
な
ら

び
に
各
部
署
で
の
業
務
を
遂
行

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
毎

年
5
月
に
実
施
し
て
い
る
も
の

で
す
。
当
日
は
、
古
河
良
晧
理

事
長
よ
り
「
立
正
精
神
と
建
学

の
精
神
」
が
説
か
れ
た
後
、
齊

高
い
授
業
が
選
ば
れ
ま
す
。

　

昨
年
度
の
ベ
ス
ト
ク
ラ
ス
賞

は
、
第
1
期
お
よ
び
第
2
期
に

開
講
さ
れ
た
授
業
か
ら
選
出
さ

れ
、
担
当
し
た
先
生
が
表
彰
さ

れ
ま
し
た
。

【
第
1
期
】

◯
専
任
教
員

「
消
費
者
心
理
学
」

八
木
善
彦
先
生（
心
理
学
部
准
教
授
）

◯
非
常
勤
講
師

「
国
際
法
」　

廣
見
正
行
先
生

【
第
2
期
】

◯
専
任
教
員

「
心
理
学
研
究
法
2
B
」

永
井
智
先
生（
心
理
学
部
准
教
授
）

藤
昇
学
長
に
よ
る
「
大
学
改
革

の
ビ
ジ
ョ
ン
と
取
り
組
み
」、
そ

れ
ぞ
れ
の
担
当
副
学
長
か
ら

は
教
学
・
研
究
の
取
り
組
み

や
2
0
2
2
年
に
迎
え
る
開
校

1
5
0
周
年
に
向
け
た
取
り
組

み
な
ど
に
つ
い
て
関
連
資
料
を

用
い
て
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

研
修
を
通
し
て
本
学
へ
の
理

解
と
互
い
の
つ
な
が
り
を
参
加

者
は
深
め
ま
し
た
。
全
学
的
な

大
学
改
革
を
推
し
進
め
る
新
た

な
力
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

◯
非
常
勤
講
師

「
社
会
学
の
基
礎
D
」　

鈴
木
健
之
先
生

この日、齊藤学長は、
大 学 改 革 の ビジョ
ンや取り組みの現状、
学園のブランディン
グなどについて詳しく
説明しました

表彰式において。左
から八木善彦先生、
永井智先生、齊藤昇
学長、廣見正行先生、
鈴木健之先生

「
ベ
ス
ト
ク
ラ
ス
賞
」が
決
定
！

〔Ⅰ〕理事

理 事 長 古河良晧

副理事長 齊藤昇

常任理事 髙橋堯英 池上悟 永田高英

理 事

大場一人 鈴木隆史 中田洋二郎

中井本秀 木村渡 池上幸保

小島敏男 望月兼雄

〔Ⅱ〕監事

篠原智高 長谷川正浩 石橋省三

〔Ⅲ〕評議員

齊藤昇 大場一人 寺尾英智

島村幸一 小野﨑保 宮川満

位田央 清水海隆 川野良信

古屋健 青戸公治 栗田美千也

島村雄一 野坂法雄 西岡勇治

三澤金一郎 吉浜邦夫 加茂佳史

黒米聖 高橋由直 黒田幸寿

新渡戸智純 中井本秀 松井大英

渡邉義生 池田順覚 生駒雅幸

風間隨修 田中恵紳 池上幸保

小島敏男 吉原毅

平成29年4月1日現在

理事・監事・評議員選任一覧 大
学
改
革
を
推
し
進
め
る
新
た
な
力
に

新
任
教
職
員
研
修
会

　

5
月
19
日
、
立
正
大
学
は
東

松
山
市
と
連
携
協
力
に
関
す
る

包
括
協
定
書
を
締
結
し
ま
し

た
。締
結
式
で
は
齊
藤
昇
学
長
、

森
田
光
一
東
松
山
市
長
に
よ
る

協
定
書
へ
の
署
名
と
あ
い
さ
つ

が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
で
は
、
包
括
的
な

連
携
の
下
、
相
互
に
協
力
し
、

地
域
社
会
の
課
題
解
決
お
よ
び

大
学
の
教
育
・
研
究
機
能
の
向

上
を
図
り
、
地
域
社
会
の
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
、
地
方
創
生
、
地
域
づ
く
り
・

ま
ち
づ
く
り
な
ど
10
項
目
の
連

携
事
項
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
協
定
に
よ
る
連
携
事

業
と
し
て
学
生
を
中
心
に
市
役

所
職
員
と
東
松
山
駅
周
辺
の

中
心
市
街
地
活
性
化
に
向
け

た
「
ま
ち
な
か
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が

5
月
29
日
よ
り
ス

タ
ー
ト
し
ま
し

た
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
、
同
日

に
包
括
協
定
を
締

結
し
た
大
東
文
化

大
学
、
ま
た
既
に

協
定
を
締
結
し
て

い
る
武
蔵
丘
短
期

大
学
の
学
生
と
協

力
し
、
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る

た
め
の
方
法
を
討
論
・
提
案
し

て
い
き
ま
す
。

　

今
日
の
大
学
に
対
す
る
社
会
的
要
請
は
教
育
・
研
究
活
動
に
と
ど
ま
ら
ず
、
大
学
の
持
っ

て
い
る
知
的
財
産
を
広
く
地
域
社
会
へ
還
元
す
る
こ
と
に
も
あ
り
ま
す
。
本
学
で
は
こ
う
し

た
社
会
的
要
請
に
応
え
る
た
め
、
周
辺
の
自
治
体
や
企
業
と
積
極
的
な
連
携
の
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
東
松
山
市
と
秩
父
鉄
道
株
式
会
社
と
の
連
携
・
協
力
に
関
す

る
協
定
締
結
に
つ
い
て
ご
報
告
し
ま
す
。

進
む
、
自
治
体
・
企
業
と
の
連
携

　

立
正
大
学
と
秩
父
鉄
道
株
式

会
社
は
、幅
広
い
分
野
で
連
携
・

協
力
を
行
な
う
包
括
協
定
を
締

結
す
る
こ
と
に
合
意
し
、
5
月

25
日
に
秩
父
鉄
道
株
式
会
社
広

瀬
川
原
車
両
基
地
に
お
い
て
、

調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
齊
藤
学
長
、
秩
父
鉄

道
の
大
谷
隆
男
社
長
の
協
定
書

へ
の
署
名
、あ
い
さ
つ
の
ほ
か
、

片
柳
勉
研
究
推
進
・
地
域
連
携

セ
ン
タ
ー
長
が
協
定
締
結
の
経

緯
と
内
容
に
つ
い
て
説
明
し
ま

し
た
。

　

熊
谷
市
に
本
社
を
置
く
秩
父

鉄
道
は
埼
玉
県
の
代
表
的
な
観

光
地
で
あ
る
秩
父
や
長
瀞
を

沿
線
に
持
ち
、
こ
れ
ま
で
も

本
学
地
球
環
境
科
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熊
谷
市
に
所
在

す
る
大
学
・
企

業
と
し
て
、
今
回

の
協
定
締
結
を
機

に
、
今
後
は
双
方

の
実
施
事
業
や
研

究
・
教
育
活
動
、

地
域
活
性
化
に
向
け
て
の
連
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し
た
取
組
み
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。
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Part 1

秩
父
鉄
道
と
産
学
連
携
に
関
す
る
包
括
協
定
を
締
結

Part 2

締結式終了後、森田市長、大東文化大学の関係者の皆さんと共に
記念撮影を行いました調印式は、秩父鉄道のシンボルであるSL車両の前で行われました

東
松
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市
、
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道
と
協
定
締
結

実施予定日 イベント名

平成29年 3月12日（日）第5回橘錬成会
4月  9日（日）第10回立正大学ラグビーフェスティバル
5月20日（土）秩父鉄道わくわくフェスタ2017
6月24日（土）同窓会定期総会
6月25日（日）埼玉県支部同窓会

7月20日（木）〜22日（土）熊谷うちわ祭り　協賛・ブース設置

7月30日（日）Love Hand Project 夏祭り in 熊谷　共催（社会福祉学部） 

8月  6日（日）立正大学サッカーフェスティバル2017
8月12日（土）第68回熊谷市花火大会　協賛

8月17日（木）〜19日（土）第49回仏教系四大学野球大会
10月14日（土）・15日（日）U18女子セブンズラグビーフットボール大会 立正大カップ2017

11月3日（金）〜5日（日）第40回日本スリーデーマーチ　協賛

11月  4日（土）FM NACK5「立正大学熊谷キャンパス presents
　　　　　　 HITS! THE TOWN Saturday Special」

11月12日（日）立正大学熊谷キャンパス50周年記念秩父鉄道SL運行
11月26日（日）熊谷キャンパス50周年式典・祝賀会（「熊谷キャンパス宣言（熊谷キャンパスビジョン）」発表）

12月中旬 第9回ベアリスマラソン大会　共催

平成30年 3月中旬 第6回橘錬成会

〈熊谷50周年事業年間スケジュール〉

熊

続 !々  熊谷　  周年記念事業、開催予定!

学
生
満
足
度
の
高
い
授
業
を
表
彰
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ました。これは主に資産売却差額が
547,572千円減額したことなどに
よるものです。これに対し事業活動
支出計は15,713,921千円で、対前
年度比794,822千円、5.3%の増
となりました。これは主に教育研究
経費（修繕費など）が増加したこと
によるものです。基本金組入額は
1,197,326千円で、対前年度比△
110,122千円、8.4%の減となりま
した。

　  事業活動収支計算書について
［（1）表参照］

1

業活動収支計算書は、当該会
計年度の事業活動収入及び事

業活動支出の内容及び収支の均衡
状態を明らかにし、学校法人の経
営状況が健全であるかどうかを示
すものです。事業活動収入計は
15,904,724千円で、対前年度比
△727,791千円、4.4%の減となり

　当年度収支差額は△1,006,523
千円であり、これに前年度繰越収支
差額△1,205,851千円および基本
金取崩額53,000千円を加算すると
翌 年 度 繰 越 収 支 差 額 は △
2,159,374千円となりました。

　  資金収支計算書について
［（2）表参照］

2

金収支計算書は、当該会計年
度の諸活動に対応するすべて

の収入及び支出
の内容並びに支払
資金の収入及び
支出のてん末を明
らかにするもので

立正大学学園 平成28年度 決算報告立正大学学園 平成28年度 決算報告
本学園の平成28年度決算は、理事会、ならびに評議員会において承認可決されました。ここにその概要を説明します。

す。資金の収入額は26,583,721
千円でこれに前年度から繰越された
支払資金12,871,793千円（28年
4月1日現在の支払資金残高）を加
えた39,455,514千円が当年度の
収入総額です。ここから人件費支出
以下の当年度中に支出された額
26,978,576千円を差し引いた残り
12,476,938千円が翌年度へ繰越
される支払資金となりました。

　  貸借対照表について
［（3）表参照］

3

借対照表は、年度末日におけ
る資産、負債、純資産の残高

を示し、学校法人の財政状態を明ら

かにするものです。本学園が所有し
ております資産の総額は、前年度と
比べ77,995千円減少（0.1%減）し、
101,154,856千円となり、これに
対し負債の総額は、前年度に比べ
268,798千円減少（3.1%減）し、
8,374,010千円となり、総資産に
対する総負債の割合は8.3%（40%
以下なら健全といわれております）
となりました。総資産から総負債を
引いた92,780,846千円（対前年
度190,803千円増） が正味財産と
なります。基本金は94,940,220
千円であり、繰越収支差額は△
2,159,374千円となりました。

以　上

事

資

貸

（2） 平成28年度資金収支計算書　　平成28年4月1日から平成29年3月31日まで　　  　    
（単位：円）

収 入 の 部
科         目 予　　算 決　　算 差　　異

学 生 生 徒 等 納 付 金 収 入 11,379,021,000 11,391,351,140 △  12,330,140
手 数 料 収 入 337,415,000 376,292,470 △ 38,877,470
寄 付 金 収 入 96,182,000 100,217,521 △  4,035,521
補 助 金 収 入 1,213,981,000 1,219,573,002 △  5,592,002

国 庫 補 助 金 収 入 694,181,000 694,032,000 149,000
地 方 公 共 団 体 補 助 金 収 入 519,800,000 525,541,002 △  5,741,002

資 産 売 却 収 入 856,420,000 3,482,689,968 △  2,626,269,968
付 随 事 業 ・ 収 益 事 業 収 入 463,185,000 466,448,534 △  3,263,534
受 取 利 息 ・ 配 当 金 収 入 1,285,159,000 1,317,268,906 △  32,109,906
雑 収 入 575,265,000 612,177,724 △  36,912,724
借 入 金 等 収 入 1,200,000 250,000 950,000
前 受 金 収 入 3,282,740,000 3,150,413,500 132,326,500
そ の 他 の 収 入 5,557,171,000 8,138,569,155 △  2,581,398,155
資 金 収 入 調 整 勘 定 △  3,640,592,000 △  3,671,530,763 30,938,763
前 年 度 繰 越 支 払 資 金 12,871,793,000 12,871,792,746

収 入 の 部 合 計 34,278,940,000 39,455,513,903 △ 5,176,573,903
支 出 の 部

科         目 予　　算 決　　算 差　　異
人 件 費 支 出 7,983,043,000 7,985,675,999 △  2,632,999
教 育 研 究 経 費 支 出 4,560,705,000 4,021,459,943 539,245,057
管 理 経 費 支 出 1,810,785,000 1,680,592,500 130,192,500
借 入 金 等 利 息 支 出 13,681,000 13,680,778 222
借 入 金 等 返 済 支 出 385,692,000 385,692,000 0
施 設 関 係 支 出 516,961,000 362,991,846 153,969,154
設 備 関 係 支 出 215,745,000 210,986,506 4,758,494
資 産 運 用 支 出 10,140,722,000 12,563,067,009 △  2,422,345,009
そ の 他 の 支 出 653,971,000 630,378,659 23,592,341

〔 予 備 費 〕 109,922,000 109,922,000
資 金 支 出 調 整 勘 定 △  472,620,000 △  875,949,035 403,329,035
翌 年 度 繰 越 支 払 資 金 8,360,333,000 12,476,937,698 △  4,116,604,698

支 出 の 部 合 計 34,278,940,000 39,455,513,903 △  5,176,573,903

（3） 貸借対照表　  平成29年3月31日 　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：円）

資 産 の 部
科         目 本 年 度 末 前 年 度 末 増     減

固 定 資 産 86,797,887,668 85,697,451,897 1,100,435,771
有 形 固 定 資 産 38,243,178,097 39,774,205,362 △  1,531,027,265

土 地 16,869,653,907 16,811,968,594 57,685,313
建 物 17,951,055,627 19,145,344,011 △  1,194,288,384
構 築 物 1,877,138,519 2,091,848,350 △  214,709,831
教 育 研 究 用 機 器 備 品 832,031,851 998,419,381 △  166,387,530
管 理 用 機 器 備 品 35,480,785 44,645,274 △  9,164,489
図 書 667,380,102 680,774,500 △  13,394,398
車 両 1,851,306 1,205,252 646,054
建 設 仮 勘 定 8,586,000 0 8,586,000

特 定 資 産 39,428,830,500 38,096,890,500 1,331,940,000
第 2 号 基 本 金 引 当 特 定 資 産 1,200,000,000 600,000,000 600,000,000
第 3 号 基 本 金 引 当 特 定 資 産 10,000,000,000 10,000,000,000 0
減 価 償 却 引 当 特 定 資 産 22,575,257,000 21,790,825,000 784,432,000
退 職 給 与 引 当 特 定 資 産 1,646,823,500 1,701,315,500 △ 54,492,000
周 年 記 念 事 業 引 当 特 定 預 金 6,750,000 4,750,000 2,000,000
馬込校地関係支出引当特定資産 4,000,000,000 4,000,000,000 0

そ の 他 の 固 定 資 産 9,125,879,071 7,826,356,035 1,299,523,036
電 話 加 入 権 11,123,193 11,123,193 0
長 期 貸 付 金 52,249,000 64,363,000 △ 12,114,000
有 価 証 券 8,889,367,000 7,567,497,000 1,321,870,000
差 入 保 証 金 167,170,000 167,170,000 0
そ の 他 の 固 定 資 産 5,969,878 16,202,842 △ 10,232,964

流 動 資 産 14,356,968,195 15,535,399,010 △ 1,178,430,815
現 金 預 金 12,476,937,698 12,871,792,746 △ 394,855,048
未 収 入 金 466,862,263 394,666,171 72,196,092
有 価 証 券 1,327,424,000 2,184,288,704 △ 856,864,704
修 学 旅 行 費 預 り 資 産 36,381,000 41,216,000 △ 4,835,000
貯 蔵 品 622,618 630,373 △  7,755
前 払 保 険 料 10,234,074 10,233,373 701
そ の 他 の 流 動 資 産 38,506,542 32,571,643 5,934,899

資 産 の 部 合 計 101,154,855,863 101,232,850,907 △ 77,995,044

負 債 の 部
科         目 本 年 度 末 前 年 度 末 増     減

固 定 負 債 3,692,378,007 4,212,859,393 △ 520,481,386
長 期 借 入 金 386,160,000 771,602,000 △  385,442,000
退 職 給 与 引 当 金 3,280,164,519 3,389,150,417 △  108,985,898
長 期 未 払 金 26,053,488 52,106,976 △  26,053,488

流 動 負 債 4,681,632,026 4,429,948,287 251,683,739
短 期 借 入 金 385,692,000 385,692,000 0
未 払 金 902,081,566 600,421,803 301,659,763
前 受 金 3,150,413,500 3,210,876,800 △  60,463,300
預 り 金 177,089,960 161,727,684 15,362,276
修 学 旅 行 費 預 り 金 38,855,000 42,180,000 △  3,325,000
預 り 保 証 金 27,500,000 29,050,000 △  1,550,000

負 債 の 部 合 計 8,374,010,033 8,642,807,680 △  268,797,647
純 資 産 の 部

科         目 本 年 度 末 前 年 度 末 増     減
基 本 金 94,940,219,793 93,795,894,142 1,144,325,651

第 1 号 基 本 金 82,725,219,793 82,127,894,142 597,325,651
第 2 号 基 本 金 1,200,000,000 600,000,000 600,000,000
第 3 号 基 本 金 10,000,000,000 10,000,000,000 0
第 4 号 基 本 金 1,015,000,000 1,068,000,000 △ 53,000,000

繰越収支差額 △ 2,159,373,963 △ 1,205,850,915 △ 953,523,048
翌 年 度 繰 越 収 支 差 額 △ 2,159,373,963 △ 1,205,850,915 △ 953,523,048

純 資 産 の 部 合 計 92,780,845,830 92,590,043,227 190,802,603
負 債 及 び 純 資 産 の 部 合 計 101,154,855,863 101,232,850,907 △  77,995,044

 4名の先生に

 蘊
う ん

奥
の う

賞
し ょ う

を授与
　日蓮宗から研究奨励金として寄付
された資金をもとに、学術研究もし
くは教育活動を通して、本学の社会
評価の高揚に大いに貢献した方を表
彰する蘊奥賞（蘊奥本賞、蘊奥奨励
賞、蘊奥褒賞）。2016年度は藤岡
明房教授（経済学部）に蘊奥本賞、
永野寛子教授（経営学部）、櫻井一
宏准教授（経済学部）、関水徹平講
師（社会福祉学部社会福祉学科）に
蘊奥奨励賞が授与されました。

経営学部教授

永野 寛子
社会福祉学部
社会福祉学科講師

関水 徹平

　「ひきこもり」に注目し、ひきこもり経験者にとっ
て、ひきこもりとはどのような経験なのか、また、
家族や行政の立場にとって、ひきこもり問題とはど
のような問題なのか、「ひきこもり」について社会
学的なアプローチで分析を続け、著作や論文を発
表しています。先生の活動は海外にもおよび、国
際学会へも積極的に参加しており、毎年アメリカな
どの学会において研究発表を行っています。

経済学部准教授

櫻井 一宏
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　6月19日、2017年度の立正大学名誉教授称号記の授与式が行われま
した。新たに名誉教授の称号を授与された7名の先生は次のとおりです。

岡田袈裟男先生、柏戸傳先生、榊原英夫先生、三友量順先生、
浪本勝年先生、岩本俊郎先生、小島敏男先生

（1） 平成28年度事業活動収支計算書　
　  　平成28年4月1日から平成29年3月31日まで

（単位：円）

科         目 予　　算 決　　算 差　　異

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

学 生 生 徒 等 納 付 金 11,379,021,000 11,391,351,140 △  12,330,140
手  数  料 337,415,000 376,545,200 △  39,130,200
寄  付  金 96,182,000 100,217,521 △  4,035,521
経 常 費 等 補 助 金 1,203,981,000 1,209,573,002 △  5,592,002
　 国 庫 補 助 金 694,181,000 694,032,000 149,000
 　 地方公共団体補助金 509,800,000 515,541,002 △  5,741,002
付 随 事 業 収 入 463,185,000 466,448,534 △  3,263,534
雑 収 入 575,265,000 612,177,724 △  36,912,724
教 育 活 動 収 入 計 14,055,049,000 14,156,313,121 △  101,264,121

事
業
活
動
支
出
の
部

人 件 費 7,938,047,000 7,876,690,101 61,356,899
教 育 研 究 経 費 6,406,009,000 5,858,843,487 547,165,513
管 理 経 費 2,096,865,000 1,963,333,374 133,531,626
徴 収 不 能 額 等 0 0 0
教 育 活 動 支 出 計 16,440,921,000 15,698,866,962 742,054,038

教 育 活 動 収 支 差 額 △ 2,385,872,000 △ 1,542,553,841 △  843,318,159

教
育
活
動
外
収
支

事
業
活
動

収
入
の
部

受 取 利 息・ 配 当 金 1,285,159,000 1,317,268,906 △  32,109,906
その他の教育活動外収入 0 0 0
教 育 活 動 外 収 入 計 1,285,159,000 1,317,268,906 △  32,109,906

事
業
活
動

支
出
の
部

借 入 金 等 利 息 13,681,000 13,680,778 222
その他の教育活動外支出 0 0 0
教 育 活 動 外 支 出 計 13,681,000 13,680,778 222

教 育 活 動 外 収 支 差 額 1,271,478,000 1,303,588,128 △  32,110,128
経 常 収 支 差 額 △ 1,114,394,000 △  238,965,713 △  875,428,287

特
別
収
支

事
業
活
動

収
入
の
部

資 産 売 却 差 額 0 405,360,000 △  405,360,000
そ の 他 の 特 別 収 入 17,324,000 25,781,757 △  8,457,757
特 別 収 入 計 17,324,000 431,141,757 △  413,817,757

事
業
活
動

支
出
の
部

資 産 処 分 差 額 4,750,000 1,373,441 3,376,559
そ の 他 の 特 別 支 出 0 0 0
特 別 支 出 計 4,750,000 1,373,441 3,376,559

特 別 収 支 差 額 12,574,000 429,768,316 △  417,194,316
〔 予 備 費 〕 110,196,000 110,196,000
基 本 金 組 入 前 当 年 度 収 支 差 額 △ 1,212,016,000 190,802,603 △ 1,402,818,603
基 本 金 組 入 額 合 計 △ 1,192,230,000 △ 1,197,325,651 5,095,651
当 年 度 収 支 差 額 △ 2,404,246,000 △ 1,006,523,048 △ 1,397,722,952
前 年 度 繰 越 収 支 差 額 △ 1,205,850,000 △ 1,205,850,915 915
基 本 金 取 崩 額 0 53,000,000 △  53,000,000
翌 年 度 繰 越 収 支 差 額 △ 3,610,096,000 △ 2,159,373,963 △ 1,450,722,037

（参考）
事 業 活 動 収 入 計 15,357,532,000 15,904,723,784 △  547,191,784
事 業 活 動 支 出 計 16,569,548,000 15,713,921,181 855,626,819

経済学部教授

藤岡 明房

　公共経済学および環境経済学を
専門とし、特に外部不経済効果の代
表である道路の混雑現象を取り上
げ、環境や交通に関わる60本以上
の論文と20冊を超える著書を発表し
ました。また、学会活動では国内外
で50回以上の研究発表を行ってい
るほか、日本地域学会や日本経済政
策学会など多数の学会で役職を務め
ています。
　専門論文の翻訳も数多く手がけ、
最新学説を日本に紹介する上で重要
な役割を果たすとともに、「イミダス」
と「デジタル・イミダス」の「財政」
の項目を長年執筆し、経済用語やト
レンドを一般の人に解説してこられま
した。

　経営学説史の研究が専門で、経験的事象が重
視されがちな経営学において、批判的合理主義に
基づき理論の進化や問題移動について科学的に
分析するという貴重な取り組みをしており、多数の
著作や論文を発表しています。永野先生はこの分
野において、平成27年9月に「平成26年度経営
哲学会研究奨励賞」を受賞するなど、高い評価を
受けていらっしゃいます。

　専門分野は環境経済学で、都市や地域の経済
と環境問題に関する研究に取り組み、茨城県の
霞ヶ浦や東京湾流域を対象に水環境問題や食料
資源の循環モデルと経済の関係などを研究テーマ
とした論文を数多く発表しています。また、研究成
果は教育にも多く還元されており、学生が商店街
活性化による地域振興に携わるなどのアクティブ・
ラーニングを積極的に実践しています。

7名の先生が
名誉教授に
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ぶ
意
義
は
、
社
会
の
出
来
事
を

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
こ
と
で
す
。
こ
の
観
点
か
ら

経
済
学
部
で
は
、
1
年
生
全
員
が

「
ニ
ュ
ー
ス
検
定
」
を
受
検
す
る

な
ど
、
複
雑
な
社
会
の
事
象
を
読

み
解
い
て
い
く
力
を
つ
け
る
た
め

の
新
た
な
取
り
組
み
を
続
け
て
い

ま
す
。

　

仏
教
学
部
で
は
、
仏
教
お
よ
び

関
連
領
域
の
研
究
成
果
を
教
育
現

場
に
活
か
す
と
と
も
に
、
社
会
に

還
元
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

本
学
部
教
員
の
担
当
す
る
授
業
に

外
部
講
師
を
招
い
た
講
演
会
形
式

の
「
公
開
授
業
」
を
5
月
27
日
か

ら
6
月
30
日
に
か
け
て
計
6
回
開

催
し
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は
「
ネ
パ
ー
ル
に
お
け

る
観
音
の
説
話
と
造
形
」「
テ
ィ

ラ
ウ
ラ
コ
ッ
ト
発
掘
」（
第
1
回
）、

「
宗
教
と
人
権
」（
第
2
回
）、「
仏

教
学
者
中
村
元
と
立
正
大
学
―
ネ

パ
ー
ル
皇
太
子
と
の
つ
な
が
り
か

ら
」「
立
正
大
学
に
よ
る
テ
ィ
ラ

ウ
ラ
コ
ッ
ト
発
掘
」（
第
3
回
）、

「
池
上
本
門
寺
と
桜
」（
第
4
回
）、

「
正
し
い
認
識
と
は
何
か 

―
仏
教

の
論
理
」（
第
5
回
）、「
寺
山
修

司
を
語
る
」（
第
6
回
）。
東
京
学

芸
大
学
、
中
村
元
東
方
研
究
所
、

延
台
寺
、
池
上
本
門
寺
な
ど
か
ら

講
師
を
お
招
き
し
た
ほ
か
、
本
学

副
学
長
で
文
学
部
教
授
の
池
上
悟

先
生
、
歌
人
の
福
島
泰
樹
師
、
法

華
経
文
化
研
究
所
の
村
上
東
俊
氏

も
講
師
を
務
め
ま
し
た
。

　

文
学
部
で
は
、
1
年
生
の
基

礎
科
目
と
し
て
開
設
し
て
い
る

「
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
に
つ
い
て
、

2
0
1
8
年
度
入
学
生
か
ら
授
業

内
容
を
一
新
し
ま
す
。

　

授
業
の
目
的
は
、
学
科
・
専
攻

コ
ー
ス
の
〝
枠
〟
を
超
え
て
編
成

さ
れ
た
ク
ラ
ス
で
、
他
学
科
の
学

生
と
の
交
流
を
深
め
、
他
分
野
へ

の
視
野
を
広
げ
つ
つ
、
大
学
で
学

ぶ
こ
と
の
意
味
を
理
解
す
る
こ

と
。与
え
ら
れ
た
課
題
に
対
し
て
、

小
グ
ル
ー
プ
で
の
共
同
作

業
や
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
と
い
っ
た
ア
ク
テ
ィ
ブ
・

ラ
ー
ニ
ン
グ
を
取
り
い
れ

た
授
業
を
通
じ
て
、「
調
べ
」

「
考
察
し
」「
自
ら
の
意
見

が
主
張
で
き
る
」
と
い
う

到
達
目
標
を
掲
げ
る
予
定

で
す
。

　

1
年
生
に
は
、
学
科
・

専
攻
の〝
枠
〟を
超
え
た「
基

礎
ゼ
ミ
」
で
、
楽
し
み
な

が
ら
学
習
し
、
授
業
を
通

じ
て
「
何
か
」
を
見
つ
け

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　

経
済
学
部
で
は
、
2
0
1
4
年

度
に
開
始
し
た
日
本
経
済
新
聞
社

と
の
コ
ラ
ボ
授
業
を
再
編
成
し
、

2
0
1
6
年
度
か
ら
「
日
経
新

聞
で
学
ぶ
実
践
的
な
経
済
学
1
・

2
」
と
し
て
開
講
し
て
い
ま
す
。

　

授
業
は
、
2
年
生
以
上
を
対
象

に
、
経
済
ニ
ュ
ー
ス
に
慣
れ
て
も

ら
う
1
期
と
、
一
つ
の
テ
ー
マ
を

経
済
学
部
教
員
と
日
経
新
聞
社
の

編
集
委
員
が
解
説
し
て
い
く
2
期

に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち

1
期
の
授
業
は
、『
渋
井
真
帆
の

日
経
新
聞
読
み
こ
な
し
隊
』『
ビ

ジ
ネ
ス
思
考
力
入
門
講
座
』
な
ど

の
著
書
を
お
持
ち
の
、
作
家
で
企

業
の
人
財
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
渋

井
真
帆
講
師
を
お
招
き
し
て
、
経

済
ニ
ュ
ー
ス
の
読
み
方
に
つ
い
て

ワ
ー
ク
を
通
し
て
理
解
す
る
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

学
生
に
と
っ
て
経
済
学
を
学

日
経
新
聞
と
の
コ
ラ
ボ
授
業
を
再
編
成

「
実
践
的
な
経
済
学
」を
学
ぶ

経済学部

「
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」の
授
業
内
容
を
一
新

文学部

研
究
成
果
を
社
会
に
還
元

好
評
だ
っ
た
6
回
の
公
開
授
業

仏教学部

な
ん
だ
問
題
で
の
グ
ル
ー
プ
勝
ち

抜
き
ク
イ
ズ
大
会
と
懇
親
会
を
実

施
。
新
入
生
は
こ
の
一
日
を
通
し

て
多
く
の
つ
な
が
り
を
持
ち
、
充

実
し
た
大
学
生
活
に
向
け
て
ス

タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

　

経
営
学
部
恒
例
の
新
入
生
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
学
生
同
士

の
交
流
を
促
し
、
学
修
環
境
・
大

学
生
活
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
ス
タ
ー

ト
を
切
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
イ

ベ
ン
ト
で
す
。
そ
こ
で
は
、
今
年

で
39
代
目
と
な
る
通
称
「
ヘ
ル

パ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
2
・
3
年
生

を
中
心
と
し
た
60
人
余
り
の
学
生

が
、
長
い
準
備
を
経
て
企
画
か
ら

運
営
を
行
い
ま
す
。

　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
当

日
、
前
半
は
、
学
内
に
お
い
て

ヘ
ル
パ
ー
に
よ
る
、
グ
ル
ー
プ
ご

と
の
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
の
た
め
の

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
履
修
方
法

の
解
説
や
相
談
、
大
学
生
の
学
修

に
つ
い
て
の
レ
ク
チ
ャ
ー
を
実
施

し
ま
す
。
そ
し
て
、
学
外
に
場
所

を
移
し
た
後
半
は
、
経
営
学
部
の

教
員
が
作
成
し
た
経
営
分
野
に
ち

在
学
生
が
企
画
す
る
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で

ス
ム
ー
ズ
な
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
新
入
生

経営学部

いずれも知的好奇心がかき立てられる講座で、受講生は熱心に耳を傾
けていました

基礎科目の「基礎英語」の授業風景。課題に対して受講生が共
同作業を通じて自らの意見を言える「基礎ゼミ」にしたいものです

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
後
半
。
グ
ル
ー

プ
勝
ち
抜
き
ク
イ
ズ
大
会
は
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た

渋井講師の授業風景。当日の新聞の読み合わせ、解説、
受講者同士のディスカッションなどを行います

増
田 

久
美
子

文
学
部
文
学
科 

教
授

　

わ
た
し
は
19
世
紀
の
ア
メ
リ
カ

小
説
、
特
に
南
北
戦
争
前
夜
期

に
活
躍
し
た
女
性
作
家
の
作
品
を

研
究
し
て
い
ま
す
。
日
本
で
は
あ

ま
り
な
じ
み
の
な
い
カ
テ
ゴ
リ
ー

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
は
こ
の

時
代
に
は
数
多
く
の
女
性
作
家

が
輩
出
さ
れ
ま
し
た
。
彼
女
た
ち

が
「
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
」
を
次
々
に

生
み
出
し
、
ア
メ
リ
カ
の
文
学
市

場
を
圧
倒
し
て
い
く
状
況
に
つ
い

て
、
正
典
作
家
ナ
サ
ニ
エ
ル
・
ホ
ー

ソ
ー
ン
が
「
ア
メ
リ
カ
は
い
ま
や

忌
々
し
い
物
書
き
女
ど
も
に
完
全

に
乗
っ
取
ら
れ
て
し
ま
っ
た
」
と
、

苦
々
し
く
書
簡
に
し
た
た
め
た
こ

と
は
有
名
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、「
ア
メ
リ
カ
文
学
」

と
い
う
制
度
が
次
第
に
確

立
し
て
い
き
、
20
世
紀
に
入

る
と
、
彼
女
た
ち
の
作
品
は

す
っ
か
り
忘
れ
去
ら
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
れ
ら
の
多
く

は
大
衆
向
け
の
〝
家
庭
小

説
〟
な
い
し
〝
感
傷
小
説
〟

で
あ
り
、「
安
っ
ぽ
く
感
傷

的
な
メ
ロ
ド
ラ
マ
」
と
し
て

文
学
史
で
学
ぶ
べ
き
作
品

で
な
い
と
さ
れ
た
の
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ア
メ
リ

カ
文
学
研
究
に
お
け
る
正
典
見
直

し
の
動
き
が
活
発
に
な
る
と
、
さ

ま
ざ
ま
な
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
作
家

た
ち
の
発
掘
と
と
も
に
、
19
世
紀

の
女
性
作
家
た
ち
の
再
評
価
が
始

ま
り
ま
し
た
。

南
北
戦
争
前
夜
期
に
活
躍
し
た

女
性
作
家
の
作
品
を
研
究

19
世
紀
の
大
衆
小
説
に
お
け
る「
家
庭
性
」の
概
念
を
分
析

近
代
ア
メ
リ
カ
の
文
化
形
成
と
の
関
わ
り
を
検
証

19世紀の女性作家を中心に研究する増田先生。特に「家庭性」と
いう視点から小説を読み解き、さまざまな人種や階級の交差する
近代アメリカについて、その文化と社会の形成を考察しています

こ
の
場
面
に
こ
そ
19
世
紀
ア
メ
リ

カ
の
中
心
を
成
す
文
化
的
意
義
が

潜
ん
で
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と

い
う
異
議
が
唱
え
ら
れ
た
の
で

す
。つ
ま
り
、こ
の
場
面
を「
装
飾
」

と
し
か
捉
え
ら
れ
な
い
解
釈
で

は
、読
者
に
向
け
ら
れ
る
「
共
感
」

と
い
う
感
情
機
能
が
ど
の
よ
う
に

生
身
の
人
間
に
働
き
掛
け
て
、
社

会
を
変
革
し
得
る
大
き
な
力
を
持

ち
え
た
の
か
を
見
逃
し
て
し
ま

う
。
そ
う
し
た
解
釈
の
転
換
が
起

こ
っ
た
の
で
す
。
現
在
で
は
、
19

世
紀
の
女
性
作
家
た
ち
が
描
き
込

ん
だ
「
共
感
」
や
「
感
傷
」
を
喚

起
す
る
力
は
、
当
時
の
小
説
を
読

み
解
く
鍵
の
一
つ
と
し
て
認
識
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
小
説

と
い
う
完
結
し
た
テ
キ
ス
ト
の
み

を
追
う
の
で
は
な
く
、
そ
れ
を
取

り
巻
く
同
時
代
の
さ
ま
ざ
ま
な
資

料 

― 

新
聞
・
定
期
刊
行
物
に
寄

せ
ら
れ
た
記
事
や
小
作
品
の
数
々
、

大
衆
の
間
で
流
通
し
た
リ
ト
グ
ラ

フ
な
ど 

― 

を
掘
り
起
こ
し
、
現
代

と
い
う
足
場
に
立
ち
つ
つ
、
当
時

の
読
者
の
感
情
に
寄
り
添
っ
て
読

む
こ
と
は
、
と
て
も
大
切
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、

19
世
紀
の
大
衆
小
説
に
埋
め
込
ま

れ
た
「
家
庭
性
」
と
い
う
概
念
を

個
別
に
分
析
し
、
そ
れ
が
ど
の
よ

う
に
近
代
ア
メ
リ
カ
の
文
化
形
成

に
関
わ
っ
て
い
た
の
か
を
包
括
的

に
検
証
し
て
い
ま
す
。

現
代
と
い
う
足
場
に
立
ち
つ
つ
、

当
時
の
読
者
の
感
情
に
寄
り
添
っ
て
読
む

　

反
奴
隷
制
小
説
と
し
て
知
ら
れ

る
ス
ト
ウ
夫
人
の
『
ア
ン
ク
ル
・

ト
ム
の
小
屋
』
は
、
ま
さ
に
テ
キ

ス
ト
に
横お

う

溢い
つ

す
る
感
傷
性
ゆ
え
に

「
正
典
」
と
み
な
さ
れ
な
か
っ
た
作

品
で
す
が
、作
中
の
「
少
女
エ
ヴ
ァ

の
死
」
の
解
釈
を
め
ぐ
っ

て
論
争
が
起
こ
っ
た
と
き
、

そ
の
文
学
的
地
位
は
変
化

し
始
め
ま
す
。

　

一
般
的
に
、
少
女
の
死

の
場
面
は
読
者
の
涙
腺
を

緩
ま
す
た
め
の
「
装
飾
的

な
死
」
に
過
ぎ
ず
、
反
知

性
的
な
感
傷
主
義
で
あ
る

と
し
て
否
定
的
に
捉
え
ら

れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

増田先生が翻訳した
エイミー・カプ ラン
著『帝国というアナー
キー ― アメリカ文化
の起源』。政治、法制
はもとより、女性雑誌・
小説・映画など大衆
文化に現われたさまざ
まな表象を大胆に分
析し、20世紀転換期
の帝国アメリカの根底
的見直しを迫る画期
的論考です

あふれる感傷性ゆえに「正典」とみなされ
なかったストウ夫人の『アンクル・トム
の小屋』。しかし、作中の「少女エヴァの
死」の解釈をめぐって論争が起こり、そ
の文学的地位は変化し始めます
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も
ち
ろ
ん
、
毎
回
ネ
イ
テ
ィ
ブ
の

英
語
に
触
れ
る
こ
と
で
日
々
英
会

話
に
対
す
る
自
信
が
つ
き
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
修
了
時
に
は
、
国
際
社

会
に
参
加
す
る
た
め
に
必
要
な
実

践
的
な
英
語
力
と
教
養
を
自
然
と

身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

地
球
環
境
科
学
部
環
境
シ
ス
テ

ム
学
科
の
環
境
情
報
学
分
野
（
後

藤
真
太
郎
研
究
室
）
で
は
無
人
小

型
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
（
ド
ロ
ー
ン
）

を
使
っ
て
熊
谷
周
辺
の
立
体
的
な

環
境
を
調
査
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
一
方
、
環
境
気
象
学
分

野
（
吉
﨑
正
憲
研
究
室
）
で
は
接

地
境
界
層
内
の
気
温
の
水
平
・
鉛

直
分
布
を
知
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
両
研
究
室
が
合

祉
国
家
・
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
学
生
た
ち
は
授
業

で
学
ん
だ
諸
外
国
の
社
会
、文
化
、

歴
史
、伝
統
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
社
会
保
障
制
度

や
教
育
制
度
の
現
状
を
取
材
。
諸

課
題
に
つ
い
て
理
解
し

よ
う
と
、
熱
心
に
視
察

し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
現
地
で
は
、
マ

イ
ナ
ス
10
度
の
気
温
、

慣
れ
な
い
公
共
交
通
機

関
の
利
用
、英
語
と
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
語
で
の
地
元

の
人
た
ち
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
体

験
。
充
実
し
た
社
会
福

祉
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

今
年
度
も
多
く
の
学
生

の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

同
で
取
り
組
ん
で
い
る
の
が
、
ド

ロ
ー
ン
に
気
温
計
を
取
り
つ
け
そ

れ
を
地
上
50
～
3
0
0
メ
ー
ト
ル

の
高
さ
に
飛
ば
し
、
気
温
分
布
を

測
る
と
い
う
も
の
で
す
。

　

学
生
寮
の
屋
上
に
あ
る
ド
ッ
プ

ラ
ー
ラ
イ
ダ
の
風
デ
ー
タ
を
加
え

る
こ
と
に
よ
り
、
普
段
は
見
る
こ

と
の
で
き
な
い
接
地
境
界
層
の
内

部
を
詳
し
く
と
ら
え
る
こ
と
を
期

待
し
た
い
も
の
で
す
。

　

社
会
福
祉
学
部
は
「
海
外
福
祉

事
情
／
国
際
社
会
福
祉
論
Ⅱ
」
の

履
修
生
か
ら
参
加
者
を
募
り
、
海

外
社
会
福
祉
研
修
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
2
月
は
、
学
生
と
引
率

教
員
と
計
20
名
で
、
北
欧
の
高
福

　

法
学
部
に
は
、
熊
谷
キ
ャ

ン
パ
ス
の
時
代
か
ら
司
法

書
士
・
行
政
書
士
・
社
会

保
険
労
務
士
と
い
っ
た
士

業
資
格
の
取
得
や
、
国
家
・

地
方
の
公
務
員
試
験
合
格

を
め
ざ
す
学
生
を
対
象
と

し
た
「
課
外
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」

と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
目
標
を
持
っ
て
学

修
に
意
欲
的
に
取
り
組
む

学
生
の
自
修
環
境
を
支
援

し
、
も
っ
て
法
学
部
生
全

体
の
学
修
意
欲
を
喚
起
す

る
た
め
の
も
の
。
G
P
A

と
面
接
に
よ
っ
て
選
抜
し
、

加
入
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
課

外
ゼ
ミ
室
が
利
用
で
き
ま
す
。

　

ゼ
ミ
で
は
、
試
験
突
破
と
い
う

共
通
の
目
標
を
持
つ
仲
間
た
ち
が

集
い
、
励
ま
し
合
い
な
が
ら
も
競

い
合
っ
て
勉
強
し
、
長
丁
場
と

な
る
試
験
準
備
期
間
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
維
持
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
休
暇
期
間
中
に
は
勉
強
合
宿

を
実
施
。
最
後
の
“
追
い
込
み
”

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

心
理
学
部
で
は
2
0
1
1
年
度

よ
り
、
英
語
を
公
用
語
と
し
て
い

る
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ミ
ン
ダ
ナ
オ
国

際
大
学
と
の
間
で
協
定
を
結
び
、

実
践
的
な
英
会
話
力
が
身
に
つ
く

よ
う
ス
カ
イ
プ
を
利
用
し
た
ビ
デ

オ
通
話
に
よ
る
対
話
型
の
英
語
授

業
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
1
ク

ラ
ス
の
定
員
を
10
人

程
度
と
し
、
少
人
数
で

行
わ
れ
る
授
業
の
主

役
は
あ
く
ま
で
学
生

で
、
心
理
学
部
の
教
員

が
適
宜
サ
ポ
ー
ト
し

ま
す
。

　

学
生
自
ら
が
パ
ソ

コ
ン
に
向
か
い
、
ミ
ン

ダ
ナ
オ
国
際
大
学
の

学
生
と
直
接
英
語
で

会
話
す
る
こ
と
で
、
基

本
的
な
英
会
話
力
は

ス
カ
イ
プ
を
利
用
し
た

対
話
型
の
英
語
授
業
プ
ロ
グ
ラ
ム

心理学部

二
つ
の
研
究
室
が
共
同
で

ド
ロ
ー
ン
を
使
っ
て
観
測

地球環境
科学部

福
祉
国
家
の
現
状
を
取
材
す
る

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の「
海
外
社
会
福
祉
研
修
」

社会福祉
学部

士
業
資
格
取
得
、公
務
員
試
験
突
破
に

直
結
す
る「
課
外
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」

法学部

スカイプを通じ、外国の学生とマンツーマンで英会話を行います

訪問したホスマリンプイスト小学校。教頭先生（右側の女性）に案内して
いただきました

普段は見ることのできない接地境界層の内部を詳
しくとらえることができるか。期待が膨らみます

課
外
ゼ
ミ
室
で
は
自
分
専
用
の
席
が
確
保
で
き
ま

す
。
そ
れ
も
や
る
気
に
つ
な
が
り
ま
す

た
し
た
ち
の
思
い
込
み
を
揺
る

が
す
た
め
に
、「
居
心
地
の
悪
さ
」

を
あ
え
て
体
験
す
る
こ
と
で
す
。

　

こ
の
「
居
心
地
の
悪
さ
」
を
初

め
て
体
験
し
た
の
は
、
ゼ
ミ
に

入
っ
て
す
ぐ
に
行
わ
れ
た
渋
谷
の

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
で
す
。
戦
後

闇
市
の
面
影
が
残
る
「
の
ん
べ
い

横
丁
」。
そ
こ
を
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

を
片
手
に
観
光
す
る
外
国
人
。
す

ぐ
隣
に
は
、
若
者
た
ち
が
ス
ケ
ー

ト
ボ
ー
ド
に
興
じ
る
宮
下
公
園
の

ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
が
あ
り
、
そ
の

　

本
柳
先
生
は
、「
居
心
地
の
悪

さ
」
は
当
た
り
前
に
見
て
き
た
も

の
が
当
た
り
前
に
見
え
な
く
な
っ

経
営
学
部
経
営
学
科 

講
師

　

大
学
に
入
学
し
て
い
ち
ば
ん

困
っ
た
の
は
、
授
業
と
授
業
の
間

の
空
き
時
間
、通
称
「
空
き
コ
マ
」

の
過
ご
し
方
で
す
。
入
学
当
初
は

何
を
し
て
い
い
の
か
わ
か
ら
ず
、

ト
ラ
ン
プ
を
し
た
り
、
本
を
読
ん

だ
り
、
時
に
は
山
手
線
を
一
周
し

た
り
し
て
時
間
を
つ
ぶ
し
て
い
ま

し
た
。

　

し
か
し
、
今
で
は
空
き
コ
マ
が

生
活
に
欠
か
せ
な
い
大
切
な
時
間

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
わ

た
し
が
本
柳
先
生
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

に
入
り
、「
日
常
と
の
関
わ
り
方
」

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
か
ら
で
す
。

　

消
費
行
動
の
原
因
、
背
景
、
影

響
、
結
果
と
な
る
消
費
文
化
に
つ

い
て
研
究
す
る
本
柳
ゼ
ミ
で
は
、

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
積
極
的
に

行
い
ま
す
が
、
そ
の
目
的
は
、
わ

増山 純平（経営学部経営学科3年）千葉県立柏中央高等学校出身

「居心地の悪さ」を体験するフィールドワーク
「日常との出会い直し」を体験する

思
い
込
み
を
揺
る
が
す
た
め

あ
え
て「
居
心
地
の
悪
さ
」を
体
験
す
る

本
柳 

亨
ゼ
ミ

消費社会論がご専門の本柳先生。研究室の
本棚には、硬派な学術書だけではなく、映画、
音楽、芸術、サブカルチャーに関連した書
籍が幅広く並んでいます

日
常
を
異
な
る
角
度
か
ら
眺
め
る
メ
ガ
ネ
を
掛
け

「
空
き
コ
マ
」を
過
ご
し
て
み
る

か
ら
眺
め
る
メ
ガ
ネ
」
を
手
に
入

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

メ
ガ
ネ
を
掛
け
て
空
き
コ
マ
を
過

ご
し
て
み
る
と
、
こ
れ
ま
で
見
落

と
し
て
き
た
も
の
が
次
々
と
目
に

入
っ
て
き
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
が
大
学
の
す
ぐ
隣
に

あ
る
銭
湯
「
万
福
湯
」
で
す
。
立

正
の
学
生
な
ら
ば
誰
も
が
知
っ
て

い
る
銭
湯
で
す
が
、
こ
こ
を
利
用

し
た
こ
と
が
あ
る
学
生
は
あ
ま
り

い
な
い
は
ず
で
す
。
日
常
の
な
か

に
あ
る
非
日
常
空
間
。
こ
の
万
福

湯
で
わ
た
し
は
日
々
の
疲
れ
を
癒

し
、
時
に
は
常
連
客
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
「
居
心
地
の

悪
さ
」
を
感
じ
な
が
ら
、
充
実
し

た
空
き
コ
マ
の
時
間
を
過
ご
し
て

い
ま
す
。
万
福
湯
を
出
て
山
手
通

り
が
見
え
た
瞬
間
の
日
常
の
歪
み 

―
本
柳
先
生
が
「
日
常
と
の
出
会

い
直
し
」
と
呼
ん
で
い
る
感
覚
― 

を
体
感
し
た
と
き
、
い
つ
も
幸
せ

を
感
じ
ま
す
。

下
に
は
ホ
ー
ム
レ
ス
が
生
活
す
る

ブ
ル
ー
シ
ー
ト
の
小
屋
が
。
わ
ず

か
数
百
メ
ー
ト
ル
の
距
離
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち

の
生
活
が
混
ざ
り
合
う
「
渋
谷
の

現
実
」
に
わ
た
し
は
圧
倒
さ
れ
ま

し
た
。

た
と
き
に
発
生
す
る
と
言
い
ま

す
。
こ
の
感
覚
は
、
自
己
と
日
常

の
関
係
が
変
化
す
る
き
っ
か
け

で
あ
り
、
日
常

と
“
出
会
い
直

す
”
絶
好
の
機

会
で
あ
る
こ
と

を
ゼ
ミ
で
学
び

ま
し
た
。
実
際
、

フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
の
帰
り

に
見
た
渋
谷
の

風
景
は
、
わ
た

し
が
こ
れ
ま
で

見
て
き
た
「
若

者
の
街
・
渋
谷
」

と
は
ま
っ
た
く

異
な
る
も
の
で

し
た
。

　

こ
う
し
て
わ

た
し
は
、
本
柳

ゼ
ミ
に
入
る
こ

と
で
、「
日
常

を
異
な
る
角
度

大学のすぐ隣にある万福湯。ここで一風呂浴びてか
ら、本柳先生の「消費社会論」の授業へ向かいます

渋谷のスクランブル交差点から徒歩3分の場所にある「のんべい横丁」。「若者の街・渋谷」
とは異なる風景が広がっています
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放
つ　

権
威
と
知
性
の
学
園
」
の

見
出
し
で
、「
教
員
合
計
1
0
0

名
、
学
生
10
人
に
先
生
1
人
の
割

合
で
あ
る
か
ら
相
当
ゼ
イ
タ
ク
な

大
学
と
言
う
べ
き
だ
ら
う
」
と
あ

り
、
教
育
環
境
の
充
実
ぶ
り
が
う

か
が
え
ま
す
。

　

同
年
11
月
に
は
復
興
後
援
会
が

発
足
。
翌
年
に
は
復
興
第
一
期
事

業
と
し
て
、
教
授
研
究
室
、
図
書

閲
覧
室
な
ど
が
完
成
し
、
ま
た

1
2
0
0
坪
の
土
地
を
購
入
す
る

こ
と
で
、「
永
年
の
夢
で
あ
っ
た

目
貫
の
道
路
に
正
門
を
築
く
こ
と

が
で
き
た
」と
伝
え
て
い
ま
す（
第

14
号
［
9
月
10
日
発
行
］）。

　

そ
の
一
方
で
、
学
園
は
財
政
危

機
に
直
面
し
て
い
ま
し
た
。
学
生

た
ち
は
大
学
の
窮
乏
に
対
し
、
理

事
会
の
解
散
な
ら
び
に
現
在
の
理

事
会
が
存
続
す
る
な
ら
ば
学
費
値

　

1
9
4
5
（
昭
和
20
）
年
5
月

23
日
夜
か
ら
24
日
に
か
け
て
、
米

軍
の
空
爆
を
受
け
、
本
学
の
学
び

舎
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
が

か
ろ
う
じ
て
そ
の
姿
を
と
ど
め
た

も
の
の
、
木
造
建
造
物
は
灰
塵
に

帰
し
ま
し
た
。

　
『
立
正
大
学
新
聞
』
が
復
刊
し

た
の
は
1
9
4
9
（
昭
和
24
）
年

で
、
こ
の
年
、
立
正
大
学
は
新
制

大
学
と
し
て
設
立
認
可
さ
れ
ま
す
。

復
刊
第
4
号
（
5
月
20
日
発
行
）

で
は
「
日
本
一
恵
ま
れ
た
立
正
大

学
教
授
陣
―
新
制
大
学
に
精
彩
を

　
『
帝
鑑
図
説
』
は
、
明
朝

末
期
に
10
歳
で
即
位
し

た
万
暦
帝
（
1
5
7
3

−
1
6
2
0
）
の
た
め
に
、

古
代
か
ら
宋
代
ま
で
の

帝
王
の
逸
話
を
集
め
た

本
で
す
。
前
集
は
善
事

を
、
後
集
は
悪
事
を
取

り
上
げ
、
挿
絵
と
解
説

を
付
け
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
刊
行
さ
れ
た

も
の
と
し
て
は
、
慶
長
11

（
1
6
0
6
）
年
に
14
歳

の
豊
臣
秀
頼
が
明
版
を

も
と
に
作
ら
せ
た
秀
頼

版
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
本
の
挿
絵
部
分
は

図
を
彫
っ
た
木
版
で
印

刷
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
文

字
部
分
に
は
活
字
を
用

い
て
い
ま
す
。
本
書
は
、

慶
長
11
年
よ
り
後
に
活

字
を
組
み
替
え
て
印
刷

さ
れ
た
異
植
字
版
だ
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

第　回

上
げ
反
対
や
学
費
未
納
も
辞
さ
な

い
と
い
っ
た
決
議
文
を
理
事
会
に

提
出
。
1
9
5
2
（
昭
和
27
）
年

5
月
22
日
、
学
長
の
辞
表
が
受
理

さ
れ
、
理
事
会
も
総
辞
職
と
な
り

ま
す
。

　

そ
の
後
11
月
14
日
の
大
学
創
立

記
念
祭
祝
賀
の
席
上
で
、
衆
議
院

議
員
で
あ
っ
た
石
橋
湛
山
が
「
日

蓮
聖
人
の
三
大
眼
目

を
感
得
し
、
学
生
、

教
師
並
び
に
理
事
会

一
致
団
結
し
て
本
学

復
興
の
為
に
努
力
せ

よ
」
と
述
べ
、
大
学

復
興
の
た
め
に
自
ら

努
力
を
惜
し
ま
な
い

と
い
う
意
向
を
示
し

ま
し
た
（
第
24
号

［
11
月
25
日
発
行
］）。

　

そ
し
て
12
月
1
日
、

第11回

石
橋
が
第
16
代
学
長
に
就
任
。
こ

の
と
き
学
務
担
当
常
務
理
事
に
任

ぜ
ら
れ
た
の
が
、
N
H
K
解
説
委

員
を
務
め
て
い
た
斎
藤
栄
三
郎
で
、

翌
年
経
済
学
部
教
授
に
就
任
し
ま

し
た
。
斎
藤
が
編
集
兼
発
行
人
と

な
り
、
大
学
広
報
紙
は
、『
立
正

大
学
々
園
新
聞
』
と
改
ま
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

13

渡
邊
寶
陽
（
立
正
大
学
名
誉
教
授
）

帝鑑図説 ［前集］（後集欠）　4冊
（明）張居正,（明）呂調陽 撰　
［17世紀初期］

大
学
広
報
紙
の
変
遷
④  

～『
立
正
大
学
新
聞
』の
復
刊
か
ら『
立
正
大
学
々
園
新
聞
』の
創
刊
へ
～

復興第1期事業で完成した校舎の棟札。復興後援会長の
山口喜久一郎は佐世保出身の自由党の政治家。当時の
第3次吉田内閣で賠償庁長官を務め、のちに北海道開発
庁長官、行政管理庁長官を歴任し、1965（昭和40）年に
第52代衆議院議長に就任した。

情
報
イ
ン
フ
ラ
を
管
理
・
運
用

　

情
報
シ
ス
テ
ム
課
は
品
川
・
熊

谷
両
キ
ャ
ン
パ
ス
に
事
務
室
が
あ

り
ま
す
。
品
川
は
、
山
手
通
り
沿

い
の
11
号
館
1
階
事
務
室
に
8
名

の
職
員
、
熊
谷
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス

の
中
央
19
号
館
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク

キ
ュ
ー
ブ
1
階
事
務
室
に
5
名
の

職
員
が
勤
務
し
て
い
ま
す
。

　

情
報
シ
ス
テ
ム
課
の
主
な
業
務

は
、
教
育
・
研
究
・
事
務
に
関
わ

る
シ
ス
テ
ム
や
端
末
、
学
内
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
、A
V
教
室
、

遠
隔
講
義
シ
ス
テ
ム
、電
話
設
備
、

メ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
導
入
運

用
管
理
で
す
。
さ
ら
に
、
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
、
ウ
ィ
ル
ス

対
策
ソ
フ
ト
D
r
.
W
e
b
提

供
、
パ
ス
ワ
ー
ド
再
発
行
手
続
き

な
ど
、
シ
ス
テ
ム
管
理
に
関
す
る

幅
広
い
内
容
の
業
務
も
担
当
し
て

い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
印
刷
ポ
イ

ン
ト
増
加
申
請
受
付
、
授
業
支
援

ツ
ー
ル
の
サ
ー
ビ
ス
や
パ
ソ
コ
ン

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
『
使
お
う
！
パ
ソ

コ
ン
活
用
お
役
立
ち
ガ
イ
ド
』
の

編
集
・
発
行
を
行
い
、
幅
広
く
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

V
P
N
サ
ー
ビ
ス
導
入
の
予
定
も

　

さ
ら
に
、
情
報
環
境
基
盤
セ

ン
タ
ー
で
は
、
教
員
向
け
講
習

会
・
F
D
研
修
会
な
ど
で
授
業

支
援
ツ
ー
ル
の
紹
介
を
行
っ
て
い

ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各

キ
ャ
ン
パ
ス
の
授
業
支
援
室
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
今
後

の
取
り
組
み
と
し
て
、
今
秋
に
は

契
約
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
学
外
か
ら

の
ア
ク
セ
ス
を
実
現
す
る
た
め
に

V
P
N
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
す
る

予
定
で
す
。

　

情
報
シ
ス
テ
ム
課
は
こ
れ
か
ら

も
、
学
内
イ
ン
フ
ラ
と
教
育
・
研

究
・
事
務
環
境
の
整
備
充
実
に
向

け
て
、
本

学
に
お
け

る
情
報
基

盤
を
統

合
的
に
整

備
し
、
快

適
か
つ
セ

キ
ュ
ア
な

情
報
環

境
を
創
出

で
き
る
よ

う
に
務
め

て
い
き
ま

す
。

快適・安全な
情報環境を創出

情報環境基盤センター
情報システム課
品川キャンパス:11号館1F
熊谷キャンパス:19号館1F

　

本
年
4
月
1
日
、
石
橋
湛
山

研
究
セ
ン
タ
ー
が
創
設
さ
れ
た
。

こ
こ
に
至
る
ま
で
ご
尽
力
い
た

だ
い
た
方
々
に
、
深
く
敬
意
を

表
し
た
い
。

　

今
で
こ
そ
私
の
学
者
人
生
に

と
っ
て
湛
山
は
不
可
欠
な
存
在

で
あ
る
が
、
そ
の
出
会
い
は
偶

然
で
あ
っ
た
。

　

大
学
院
に
進
学
直
後
、
ふ
と

手
に
し
た
の
が
刊
行
直
後
の『
石

橋
湛
山
全
集
』
第
一
巻
で
あ
り
、

「
満
州
・
朝
鮮
・
台
湾
な
ど
全
植

民
地
を
放
棄
せ
よ
！
」
と
の
主
張

に
鮮
烈
な
印
象
を
抱
き
、
以
来
、

湛
山
研
究
に
没
頭
し
た
の
で
あ
る
。

　

今
日
で
は
元
首
相
・
湛
山
よ

り
も
、“
小
日
本
主
義
者
”
の
言

論
人
・
湛
山
が
広
く
知
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
隔
世
の
感
を
覚
え
る
。

　

さ
て
、
本
セ
ン
タ
ー
は
、「
湛

山
の
思
想
・
哲
学
・
精
神
を
学

内
外
に
継
承
・
発
展
さ
せ
、
も
っ

て
湛
山
に
関
す
る
研
究
教
育
の

拠
点
化
を
図
る
」
と
の
一
大
目

標
を
掲
げ
て
い
る
。
具
体
的
に

は
、
①
湛
山
関
連
資
料
・
文
献
・

情
報
の
収
集
、
②
湛
山
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
企
画
・
実
践
、

③
湛
山
思
想
の
教
育
計
画
の
構

想
と
学
生
・
教
職
員
向
け
S
D

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
運
営
、
④
「
湛

山
和
平
賞
」
の
制
度
化
、
⑤
学

内
外
の
関
係
者
や
石
橋
湛
山
研

究
学
会
と
の
連
携
・
協
力
を
目

指
し
て
い
る
。

　

い
ず
れ
も
壮
大
な
計
画
で
雲

を
つ
か
む
よ
う
な
観
は
否
め
な

い
が
、「
ロ
ー
マ
へ
の
道
も
第
一

歩
か
ら
」
の
喩た

と
え

通
り
、
焦
ら
ず
、

着
実
に
前
進
し
て
い
き
た
い
。

　

そ
し
て
本
セ
ン
タ
ー
が
湛
山

研
究
の
メ
ッ
カ
と
な
る
こ
と
を

期
し
た
い
。
重
ね
て
温
か
い
ご

支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
す
る

次
第
で
あ
る
。

石橋湛山研究センターの創設
増田　弘（法学部特任教授）

文
が
あ
る
。

　

経
済
学
部
長
の
小
野
㟢
保
教
授

は
慶
応
大
学
大
学
院
・
博
士
課
程

を
経
て
、
非
線
形
経
済
動
学
な
ど

に
関
し
て
国
際
雑
誌
掲
載
の
多
数

の
論
文
が
あ
る
。
従
来
の
経
済
学

に
と
ら
わ
れ
な
い
独
特
の
視
点
に

立
つ
研
究
が
展
開
さ
れ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。

　

経
営
学
部
長
の
宮
川
満
教
授
も

慶
応
大
学
大
学
院
・
博
士
課
程
を

経
て
、「『
グ
ロ
ー
バ
ル
化
』
企
業

の
社
会
的
役
割
に
つ
い
て
」
な
ど

多
数
の
論
文
が
あ
り
、
日
本
経
営

学
会
に
所
属
し
て
い
る
。

　

法
学
部
長
の
位
田
央
教
授
は
、

神
戸
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
博

士
後
期
課
程
を
経
て
立
正
大
学
法

学
部
に
奉
職
さ
れ
、
ご
担
当
は
行

　

前
号
に
続
い
て
、
各
学
部
長
の

横
顔
を
誌
し
て
み
た
い
。
現
在
の
教

授
は
大
学
院
博
士
課
程
を
経
る
こ

と
が
必
須
で
あ
る
が
、
研
究
科
・
専

攻
に
つ
い
て
は
、簡
潔
を
期
す
た
め
、

略
称
で
お
許
し
頂
く
こ
と
に
す
る
。

　

仏
教
学
部
長
の
寺
尾
英
智
教
授

は
立
正
大
学
大
学
院
仏
教
学
専
攻

博
士
課
程
を
経
て
、
博
士
（
文
学
）

を
取
得
。
日
本
仏
教
史
、
特
に
日

蓮
宗
の
歴
史
分
野
で
4
つ
の
学
術

賞
を
受
賞
。
史
料
調
査
に
熱
中
と

の
こ
と
。

　

文
学
部
長
の
島
村
幸
一
教
授
は
、

法
政
大
学
大
学
院
修
士
課
程
を
経

て
、
博
士
（
文
学
）。
日
本
口
承

文
学
会
・
奄
美
沖
縄
民
間
文
芸
学

会
に
所
属
し
、「『
お
も
ろ
さ
う
し
』

と
琉
球
文
学
」
な
ど
、
多
く
の
論

政
法
で
あ
る
。
特
に
費
用
便
益
分

析
の
活
用
と
そ
の
司
法
審
査
の
あ

り
方
を
研
究
対
象
と
さ
れ
て
こ
ら

れ
た
。

　

社
会
福
祉
学
部
長
の
清
水
海
隆

教
授
は
、
立
正
大
学
大
学
院
仏
教

学
専
攻
博
士
課
程
を
経
て
、
博
士

（
文
学
）。
社
会
福
祉
学
部
で
仏
教

社
会
福
祉
学
を
担
当
。
今
年
度
か

ら
日
本
仏
教
社
会
福
祉
学
会
会

長
。

　

地
球
環
境
科
学
部
長
の
川
野
良

信
教
授
は
、
新
潟
大
学
大
学
院
博

士
課
程
を
経
て
、
学
術
博
士
（
岩

石
学
）。
わ
け
て
も
花
崗
岩
岩
石
学

を
専
門
と
し
て
い
る
が
、
ひ
ら
た

く
言
え
ば
、
地
質
学
で
あ
ろ
う
か
。

と
は
い
え
、「
環
境
地
質
学
」
な
ど
、

俯
瞰
的
な
講
義
を
行
っ
て
い
る
と

の
こ
と
。

　

心
理
学
部
長
の
古
屋
健
教
授
は
、

立
正
大
学
大
学
院
博
士
課
程
を
経

て
、
博
士
（
心
理
学
）。
社
会
心
理

学
を
専
門
と
す
る
。
も
と
も
と
は

早
稲
田
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科

を
経
て
、
本
学
と
の
縁
に
結
ば
れ

た
と
の
こ
と
。

　

諸
先
生
の
研
究
活
動
の
一
端
を

誌
し
た
が
、
気
鋭
に
満
ち
た
研
究
・

教
育
と
と
も
に
、
ご
専
門
を
通
じ

て
の
社
会
貢
献
に
期
待
し
た
い
。

本
学
に
は
9
つ
の
研
究
所
、
7
つ

の
大
学
院
研
究
科
の
も
と
に
各
専

攻
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
活
動
に
つ
い

て
は
、
や
む
な
く
略
さ
せ
て
頂
く
。

立正大学の明日を担う
各学部長の横顔

（左から）寺尾英智仏教学部長、島村幸一文学部長、小野㟢保経済学部長、宮川満経営学部長、
位田央法学部長、清水海隆社会福祉学部長、川野良信地球環境科学部長、古屋健心理学部長

古
代
か
ら
宋
代
ま
で
の

帝
王
の
逸
話
を
集
録

事務局
紹介

遠隔システムを使っての品川・熊谷合同説明会の様子
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　いわゆる「経団連スケジュール」によるところの選考活動が解禁となり、就職活動はいよいよ水面下から浮上
し、内定や内々定が続々と出されています。みなさんがこの号を手にされる頃には企業・団体からの内定出しが
一段落している状況かもしれません。
　とはいえ、これをもって「就職活動の本格化」と捉える向きはもうほとんどありません。
　昨年度も見られた兆候ですが、経団連に加盟していない企業は6月以前からどんどん選考を進めており、また
内定もかなり早い段階から確認されています。そこには近年話題となっている「オワハラ※1」と呼ばれる動き
も見え隠れしています。
　今回は就職活動の最前線がどう動いたのか、データや学生の動きを通して迫ってみたいと思います。

　今回はデータと事象の両面から就職活動
を追ってみました。リクナビの同調査によ
りますと、未内定者のうち30.2%の学生
が、内定保有者と同じ2017年6月には就

職活動を終えたい、という希望を持っています。
　昨年度夏休み中の調査では、動きが完全に止まってしまっている学生が一
定層いたのですが、こうした数字との関連性が気になるところです。
　半年近く就職活動を続け、結果が得られない状況は精神的にも肉体的にも
苦しいでしょうが、就職環境のよい状況での活動停止から得られるものはあ
りませんし、安易な選択によるミスマッチは、結局のところ早期離職を招く
こととなります。
　就職活動がうまくいかないとき、何をどう考えたらよいのか。大半の場合
は自己分析や業界・企業研究、筆記対策のいずれかが不十分であることが原
因です。自分の現状と正面から向き合い、不十分さを認め、改善に取り組む
ことでほとんどの事例は解消します。焦る気持ちがあっても、現状を解消し
ない限りまた同じ連鎖を繰り返すことになりますから、根気強くていねいに
取り組みましょう。
　「眠れない」「疲れが取れない」などの状況が続くときには、適度な休養を
取ることや適切な処置を受けることも効果的です。キャリアカウンセリング
を通じ、学内連携を含めた適切な支援を受けることができますので、有効に
活用しましょう。もちろん、休養期間がズルズルと伸びないよう切り替える
ことも重要です。
　就職活動は自分自身の未来に向けたスタートラインを決める作業です。
キャリサポは一人ひとりの状況に合わせて、みなさんの就職活動を支援して
います。ぜひ積極的に活用して、希望の進路を実現させてください。

キャリサポは

こう見ていま
すキャリサポは

こう見ていま
す

熊谷キャリアサポート課長
草川 文博

　株式会社リクルートキャリアの
研究機関である就職みらい研究所
が、リクナビを利用している学生
モニターを対象に行った調査によ
りますと5月1日時点での就職内定
率は35.1%とあります。
　これは4月1日時点の内定率
（14.5%）を20.6ポイント上回り、
また前年同月の内定率（25.0%）
を10.1ポイント上回っています。
4月1日時点の内定率も前年同月と
の比較で4.8ポイント上回っていま
すので、前年度と同じスケジュー
ルの中で今年度の採用プロセスは
先行していることがうかがえます。
　また、内定先企業への入社意向
は「入社したい／入社したい企業

　数年前この紙面で「オワハラと
は姿の見えない怪物」と評したこ
とがありましたが、どうやら実態が
ずいぶんはっきりしてきました。こ
こではそんなさまざまな怪物たち
の様子を事例別に見てみましょう。
　そして、一人で悩まず、キャリ
アサポートセンターへ相談してく
ださい。

※1オワハラ＝就活終われハラスメント。企
業が就活生に対し、内定を出すことを条件
に他社の選考の辞退を求める行為。
※2サイレント＝選考の途中で企業が意図
的に連絡を取らなくなること。

がある」が39.8%で「どちらかと
いうと入社したい／どちらかとい
うと入社したい企業がある」が
32.3%とそれぞれ前年同月を上
回っています。
　1dayインターンシッ
プや細かいフォローに
よってつながった企業と
学生双方が、就職活動
の長期化を望んでいな
いことが読み取れます。
　ただし、内定を得てい
る学生のすべてがすぐ
就職活動を終わらせる
つもりはなく、41.3%
の学生が6月まで活動を
継続する意向を示して

大手金融・保険
古典芸能型

その1

　5月末頃「○月○日までに他社の
選考を辞退してくれば、6月1日に
内々定を出します」と受験者に迫
ります。学生人気トップ10入りす
るような人気企業であり、経団連
加盟企業であっても、リクルーター
を動員しインターンシップで囲い
込んだ人材の確保にはそれだけ必
死なのです。

います。内定先で最も多い業種が
人材確保で苦しむ情報・サービス
業（64.5%）であることから、内
定者の流動は今後避けられないで
しょう。

洋菓子製造・販売
カウントダウン型

その2

　学生に内々定を伝えた上で「承
諾書の提出者が一定数に達した場
合、内々定は取り消されます」と
付け加え、毎日のように「今日の
提出者は○人でした」とメールが
送られてくる念の入り様。かつて
はいい人事担当者が多く、女子学
生の人気も高かった企業だったの
ですが、買収によって企業風土が
変わってしまったようです。

IT
6月まで離しません型

その3

　最終面接までとんとん拍子に進
み、いつ内定が出るのかと思って
いたら「6月1日までは合否にかか
わらず、結果をお知らせしません」
とのこと。いわゆるサイレント※2

の発展型ですが、結果は話さず、
学生は離さずではあまりに虫が良
過ぎるというもの。学生と親密に
接し、その気にさせるのも巧いの
で、不合格となった学生のショッ
クは小さくありません。

複数業種
推薦書どうするの型

その4

　内定を得た学生が、提出書類と
して多く相談にくるケース。内定
は法的見解から「条件付き労働契
約の成立」に当たるとされ、企業
は簡単に取り消せない一方で学生
は特段の制限を受けることなく辞
退することができるのですが、そ
こに拘束力を持たせようとして大
学から推薦書を取らせるのです。
中には担当者宛に学長名での推薦
書を求めてくる企業も。

 イチハチ 採用は
どのように動いているか

2018年3月卒業者

今年度も全国16会場で、みなさまのお越
しをお待ちしています。

熊谷キャンパス
では1限から多く
の学生が参加。
スタッフの講演
にも熱がこもり
ます。

品川キャンパス
では計1000名超
の学生が参加。
連日満員の講堂
は熱気ムンムン。

PICK UP!

キャリアサポートセンターはがんばる立正生や
保護者のみなさまを全力でサポートします！新年度の就職活動支援が本格化しています

数字から見る イチハチ 採用の現状

そんなことまでするの？
と言いたくなる オワハラ の現状

キャリアサポートセンターから
就職・進路の「いま」を
お伝えします。

キャリアサポートセンター  責任編集

3年生向けの就職活動準備も、いよいよスタート。乗り遅れないように。 保護者のための就職講座

速 

報

第1回就職ガイダンス
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FP技能検定3級講座ガイダンス
◆9月28日(木)12時15分〜12時45分、
14時30分〜15時

　問品川キャリアサポート課
　☎03-3492-6697

就職関連ガイダンス・イベント (熊谷)
〈4年生対象〉
ITパスポート講座ガイダンス
◆7月4日(火)12時15分〜12時45分、
14時30分〜15時
秘書検定2級講座ガイダンス
◆7月13日(木)12時15分〜12時45分、
14時30分〜15時
MOS講座
◆9月7日(木)〜13日(水)10時30分〜16時
30分　Word2013スペシャリスト
◆9月14日(木)〜21日(木)10時30分〜16
時30分　Excel2013スペシャリスト
FP技能検定3級講座ガイダンス
◆9月27日(水)12時15分〜12時45分、
14時30分〜15時
就職ガイダンス
◆9月28日(木)2限	
学内合同説明会
◆9月28日(木)13時〜15時	

〈3年生対象〉
ITパスポート講座ガイダンス
◆7月4日(火)12時15分〜12時45分、
14時30分〜15時
キャリアアワー
◆7月5日(水)1限、7日(金)5限　自由応募イ
ンターンシップガイダンス
◆7月12日(水)1限　リクルートスタイル講
座
◆7月19日(水)1限　【就活セミナー特別
版】夏休み前の就活準備ガイダンス
秘書検定2級講座ガイダンス
◆7月13日(木)12時15分〜12時45分、
14時30分〜15時
MOS講座
◆9月7日(木)〜13日(水)10時30分〜16時

30分　Word2013スペシャリスト
◆9月14日(木)〜21日(木)10時30分〜16
時30分　Excel2013スペシャリスト
FP技能検定3級講座ガイダンス
◆9月27日(水)12時15分〜12時45分、
14時30分〜15時
第3回　就職ガイダンス
◆9月29日(金)5限　合否をわける立ち居振
る舞い講座

〈1・2年生対象〉
ITパスポート講座ガイダンス
◆7月4日(火)12時15分〜12時45分、
14時30分〜15時
秘書検定2級講座ガイダンス
◆7月13日(木)12時15分〜12時45分、
14時30分〜15時
MOS講座
◆9月7日(木)〜13日(水)10時30分〜16時
30分　Word2013スペシャリスト
◆9月14日(木)〜21日(木)10時30分〜16
時30分　Excel2013スペシャリスト
FP技能検定3級講座ガイダンス
◆9月27日(水)12時15分〜12時45分、
14時30分〜15時

　問熊谷キャリアサポート課
　☎048-536-6016

橘 会

平成29年度立正大学橘会　保護者懇談会
（併催～父母のための就職講座～）
【全日共通】13時〜16時30分
①全体会②父母のための就職講座③個人面接
◆ 7月8日 ( 土 ) T K Pガーデンシティ
PREMIUM広島駅前　◆7月9日(日)TKP新
大阪カンファレンスセンター　◆8月19日
(土)パレスホテル大宮　◆8月27日(日)TKP
浜松アクトタワーカンファレンスセンター　
◆9月3日(日)ホテルニューオータニ幕張　

◆9月30日(土)コンベンションルームＡＰ横
浜駅西口　
【9月9日・10日共通】①全体会②父母のた
めの就職講座③個人面接④同窓会合同懇親会
◆9月9日(土)11時〜16時ホテルサンルート
松山　◆9月10日11時〜16時ホテルセント
ラーザ博多　
問学長室	校友課　☎03-3493-6673

同窓会

山梨県支部総会
◆7月29日(土)14時〜	ベルクラシック甲府
①総会②講演会③懇親会
問学長室	校友課　☎03-3493-6673

文学部同窓会散策行事
◆9月9日(土)10時〜14時30分
築地本願寺・築地市場など
築地本願寺本堂にて集合後、築地周辺の散策
問学長室	校友課　☎03-3493-6673

社会福祉学部同窓会“泊まれる学校さる
小”でわくわくキャンプ
◆9月9日(土)13時〜10日(日)10時　群馬県
利根郡みなかみ町　
[昼]校庭や教室を利用してのレクリエーショ
ン	[夜]BBQやキャンプファイヤーなど	(1泊
2日2食付)　
問社会福祉学部同総会
Eメール：rfukusi294@yahoo.co.jp

古希を祝う会のご案内
◆11月4日(土)13時30分〜15時30分
(13時集合・受付)　品川キャンパス　
主催：昭和40年会事務局
問望月敏雄氏　☎090-1557-6111

入試関連

夏のオープンキャンパス
◆7月17日(月・祝)、8月11日(金・祝)・12
日(土)10時〜16時　品川キャンパス
問品川入試課　☎03-3492-6649
◆8月6日(日)、8月20日(日)10時〜16時　
熊谷キャンパス　
問熊谷入試課　☎048-536-6036

秋のオープンキャンパス
◆9月10日(日)、10月29日(日)10時〜16時
　品川キャンパス
問品川入試課　☎03-3492-6649
◆9月10日(日)、11月4日(土)10時〜16時
　熊谷キャンパス
問熊谷入試課　☎048-536-6036

イベント

和歌文学会のお知らせ
◆7月15日(土)13時30分より　品川キャン
パス　11号館5階　1151教室
●研究発表
１　室町末期の詩歌百首―「亀岡文殊堂奉納
詩歌百首」について―　慶應義塾大学大学院
　川﨑	美穏氏
２　「毘沙門堂本古今集註」奥書試解　文部
科学省　舟見	一哉氏
３　水は括られたのか―在原業平「ちはやぶ
る神世も聞かず」詠の再検討―　日本女子大
学（非）　森田	直美氏
問文学部事務室　☎03-3492-8791

立正大学経営学部創設50周年記念講演会
◆11月11日（土）13時30分〜　
品川キャンパス石橋湛山記念講堂
問経営学部事務室　☎03-3492-1031

　6月11日にオープンキャンパスを開催いたしました。大勢の高校生や保護者の方々が訪れ、
教職員や先輩の皆さんに真剣に相談や質問をしていました。
　7月・8月開催のオープンキャンパスはイベント数がもっとも多く、進学先選択の参考にぜ
ひお越しください。

2017年　
「スタート！ オープンキャンパス」開催

　組織や個人の活動から作成された記録史料は、歴史を知るうえで重要なものです。こ
れらの史料を収集・整理・保存・公開するための施設をアーカイブズと呼び、立正大学
では、大学史料編纂室がこの役割を担っています。
　近年、重要性が注目されているアーカイブズについて学んでみませんか。

■第4回 立正大学史料編纂室主催講習会
地方自治体における市史編纂と資料の保存・公開
―横浜市・横浜開港資料館の事例―

　市史編纂や資料の保存と公開について、横浜市と横浜開港資料館の最
新事情を学びます。

【日　時】7月7日（金）18時〜19時30分
【講　師】斉藤 司 氏（横浜開港資料館 主任調査研究員）
【会　場】品川キャンパス11号館8階 第6会議室
【対　象】アーカイブズに興味のある方
【参加費】無料（申込不要）

　6月9日（金）品川キャンパスにて、2017年度私立大学図書館協
会東地区部会総会・館長会・研究講演会が開催され、約150校300
名が参加しました。
　研究講演会「私立大学図書館を取り巻く学術連携について」では、
大学を取り巻く環境が常に変化する中、大学図書館は専門組織であ

　5月17日に、読売新聞のシリーズ「教育ルネサンス」の取材が行われました。
　りぶたま(図書館で働く学生アルバイト)の佐々木綾花さんと風間眸美さんが読売新聞の朝来野記者か
らインタビューを受け、本校のラーニングコモンズ（RiLLCom・RiLLPort）について話しました。
紙面の都合上、2人の写真は掲載され
ませんでしたが、コメントをこの場で
紹介いたします。
　「調べものやグループディスカッ
ションをする場合に、PCやホワイト
ボードをすぐに使えることはとても便
利です」「学修だけでなく、サークル
のコミュニティーの場としても活用し
ています」など、2人とも熱心にイン
タビューに答えていました。

小論文・面接対策講座を受ける高校生 学部学科紹介ブースで学びの楽しさを伝えます

私立大学図書館から約150校が参加、
本校のラーニング・コモンズ、古書資料館も見学

“りぶたま”の学生コメントが読売新聞に掲載されました！

開 催 報 告

史料編纂室主催講座のお知らせ

る図書館協力委員会や国立情報学研究所（NII）と連携・協力をしな
がら、学修支援体制を整備していくことの重要性について語られま
した。
　館長会では、学術研究・教育成果の収集・蓄積・公開を目的とした

「図書館の機関リポジトリの推進について」をテーマに60館を超える
私立大学図書館の館長が集まり、活発な意見交換の場となりました。
　これらのテーマは、本学図書館でも力を入れて取り組んでおり、
リポジトリの拡充や資料の電子化・公開等さらなる学修支援体制の
充実を図っています。
　また、参加者の方々は、図書館のほか古書資料館や読売新聞に紹
介された「RiLLCom」や「RiLLPort」など本校のラーニング・コ
モンズなどを訪れ、学生たちの活動の様子も見学しました。

■平成29年度 立正大学史料編纂室アーカイブズ体験講座
　アーカイブズについて学びたい、その仕事を体験してみたいという学生のみなさんを対象に、体験
講座を実施します。

【日　　時】7月7日（金）14時30分〜19時30分
【内　　容】 第1部　講義、第2部　実習、第3部　立正大学史料編纂室主催講習会に参加
【場　　所】品川キャンパス4号館1階　大学史料編纂室ほか
【対　　象】本学学部生・大学院生
【定　　員】5名　【参加費】無料
【申込期間】要申込 7月5日（水）17時まで（ただし定員になり次第締切）

◆お問い合わせ・申込　立正大学史料編纂室 品川キャンパス4号館1階　☎03-3492-2690
　　　　　            　　Eメール:archives@ris.ac.jp

風間 眸美さん
文学部社会学科３年(左）

佐々木綾花さん
法学部法学科３年(右）

本学所蔵の和古書を見学する参加者 部会総会にて登壇する友永館長

オープンキャンパスの開催
スケジュールについては

 1面をご覧ください。
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学 事

第1期補講日
◆7月25日(火)
第1期定期試験
◆7月28日(金)〜8月4日(金)
夏期休暇
◆8月5日(土)〜9月22日(金)
第1期定期試験の追試験
◆8月21日(月)〜23日(水)
9月卒業予定者発表
◆9月8日(金)
第1期成績発表
◆9月8日(金)
第1期科目 成績調査受付期間
◆9月8日(金)〜9月13日(水)
第2期科目 追加事前登録科目申請
◆9月19日(火)〜20日(水)
第2期科目 追加事前登録科目結果発表
◆9月22日(金)
大学卒業式(9月卒業)
◆9月22日(金)
第2期授業開始・休日授業日
◆9月23日(土)
第2期科目 追加履修登録期間
◆9月28日(木)〜30日(土)
追加履修科目確定
◆10月4日(水)

図書館・
情報サービス

『古書資料館通信』Vol.5発行
◆7月10日(月)

専門図書館協議会 古書資料館見学会
◆7月11日(火)14時〜16時
古書資料館(8号館B1)

『立正本遊』7巻2号発行
◆10月2日(月)

日蓮関係展示(予定)
◆10月4日(水)〜23日(月)10時〜18時30
分　図書館展示コーナー(11号館1階)

　問品川学術情報課　☎03-3492-6615

国際交流

第3回TOEFL ITPテスト
◆7月8日(土)14時20分〜16時55分　
品川／熊谷キャンパス

第4回TOEFL ITPテスト
◆9月21日(木)13時30分〜16時05分	
品川キャンパス

　問 品川国際交流課　☎03-3492-0377
　　熊谷国際交流課　☎048-536-6011

	 キャリア・
就活サポート

就職関連ガイダンス・イベント (品川)
〈4年生対象〉
医療事務能力検定3級講座ガイダンス
◆7月5日(水)12時15分〜12時45分、
14時30分〜15時
新卒応援ハローワーク
◆7月5日(水)、12日(水)、19日(水)、26日
(水)、8月2日(水)、9日(水)、16日(水)、23
日(水)、30日(水)、9月6日(水)、13日(水)、
20日(水)、27日(水)	13時〜16時30分(全日
共通)　就職相談コーナー
基本情報技術者試験講座ガイダンス
◆7月6日(木)12時15分〜12時45分、
14時30分〜15時

秘書検定2級講座ガイダンス
◆7月10日(月)12時15分〜12時45分、
14時30分〜15時
ITパスポート講座ガイダンス 
◆7月11日(火)12時15分〜12時45分、
14時30分〜15時
Uターン・Iターン就職ガイダンス
◆7月11日(火)14時30分〜16時
MOS講座
◆8月21日(月)〜25日(金)10時30分〜16
時30分　Word2013スペシャリスト
◆9月4日(月)〜8日(金)10時30分〜16時
30分　Excel2013スペシャリスト
先輩取材プロジェクト
◆9月19日(火)〜20日(水)10時〜18時
FP技能検定3級講座ガイダンス
◆9月28日(木)12時15分〜12時45分、
14時30分〜15時

〈1・2年生対象〉
ITパスポート講座ガイダンス 
◆7月11日(火)12時15分〜12時45分、
14時30分〜15時
医療事務能力検定3級講座ガイダンス
◆7月5日(水)12時15分〜12時45分、
14時30分〜15時
基本情報技術者試験講座ガイダンス
◆7月6日(木)12時15分〜12時45分、
14時30分〜15時
筆記克服塾
◆7月6日(木)12時50分〜16時　
秘書検定2級講座ガイダンス
◆7月10日(月)12時15分〜12時45分、
14時30分〜15時
ITパスポート講座ガイダンス 
◆7月11日(火)12時15分〜12時45分、
14時30分〜15時
MOS講座
◆8月21日(月)〜25日(金)10時30分〜16
時30分　Word2013スペシャリスト
◆9月4日(月)〜8日(金)10時30分〜16時
30分　Excel2013スペシャリスト
先輩取材プロジェクト
◆9月19日(火)〜20日(水)10時〜18時

筆記克服塾
◆7月6日(木)12時50分〜16時　
秘書検定2級講座ガイダンス
◆7月10日(月)12時15分〜12時45分、
14時30分〜15時
ITパスポート講座ガイダンス
◆7月11日(火)12時15分〜12時45分、
14時30分〜15時
学内選考会
◆7月18日(火)2・3限　ガイダンス
◆8月7日(月)2・3限　ガイダンス
◆8月21日(月)、22日(火)10時30分〜17時	
1.5DAY研修+企業紹介
◆8月24日(木)、25日(金)10時30分〜17
時　学内選考会
FP技能検定3級講座ガイダンス
◆9月28日(木)12時15分〜12時45分、
14時30分〜15時
MOS講座
◆8月21日(月)〜25日(金)10時30分〜16
時30分　Word2013スペシャリスト
◆9月4日(月)〜8日(金)10時30分〜16時
30分　Excel2013スペシャリスト

〈3年生対象〉
医療事務能力検定3級講座ガイダンス
◆7月5日(水)12時15分〜12時45分、
14時30分〜15時
キャリアアワー
◆7月5日(水)4限　印象力UP講座
◆7月7日(金)4限　リクルートファッション
講座
◆7月7日(金)4限　メイクアップ講座
◆7月12日(水)、14日(金)4限　就活マナー
講座
◆7月19日(水)、21日(金)4限　夏休みの過
ごし方
◆7月27日(木)、29日(土)4限　SPI3模試
基本情報技術者試験講座ガイダンス
◆7月6日(木)12時15分〜12時45分、
14時30分〜15時
筆記克服塾
◆7月6日(木)12時50分〜16時

　立正大学図書館では、学修・研究用の図書や雑誌のほか、貴重書や善本と呼ばれる希少
性の高い資料も所蔵しています。今回は教科書でもおなじみの『解体新書』をはじめ、図
書館が所蔵する貴重資料を厳選してご紹介します。原本ならではの迫力を体感していただ
けたら幸いです。

【時　間】12時50分〜14時20分
【会　場】熊谷キャンパス　アカデミックキューブ1階A101教室
【受講料】無料（どなたでもご参加可能です）
◆お問い合わせ　熊谷研究推進・地域連携課　立正オープンカレッジ申込係
               　　　〒360-0194　埼玉県熊谷市万吉1700
               　　　☎048-536-6019　FAX:048-539-1493
               　　　Eメール:k-koza@ris.ac.jp

地域交流・生涯学習支援を目的に本校が開催する熊谷キャンパスの公開講座

平成29年度「春季立正オープンカレッジ」
皆様をお待ちいたしております

開催日 テーマ 講師

7月  1日（土) 臨床心理学から学ぶ －聞き上手のコツ－ 沼 初枝 （心理学部教授）

7月  8日（土） 統計データからみた地域の観光と経済 宮川 幸三 （経済学部教授）

7月15日（土） 文化財を活かした地域起こし 時枝 務 （文学部教授） 

7月22日（土） アクティブ・ラーニングと地域連携 小松 陽介 (地球環境科学部教授)

　今回の公開講座では、明治以降の日本人が外国とどのように出会い、そこで何を考えた
のかを見つめます。
　内外への排他的な風潮が強まっているとも言われる現代日本において、〈日本〉とは何を
意味し、表象するものなのか。各界の多彩な論者を迎えて〈日本〉への眼差しを深め、〈日本〉
を考えます。

秋の文学部公開講座のお知らせ
「日本人が出会った“外国”」

●第1回　  9月27日（水）夏目漱石のスコットランド　冨山 太佳夫（文学部教授） 
●第2回　10月  2日（月）「外国」との出会いと私の演劇　平田 オリザ氏（劇作家・演出家・青年団主宰） 
　　　　　　　　　　　　※この回のみ開催時間が異なります
●第3回　10月11日（水）柳宗悦の佛教美学と欧米体験　猪谷 聡氏（鈴木大拙館学芸員） 
●第4回　10月18日（水）石橋湛山の見た中国　増田 弘（法学部特任教授） 
●第5回　10月25日（水）西田幾多郎に見る「外国」との出会い　板橋 勇仁（文学部教授） 

【時　　間】18時30分〜 20時30分 ※10月2日のみ19時15分〜 21時15分
【会　　場】品川キャンパス石橋湛山記念講堂
【申込期間】8月21日（月）〜 9月14日（木）
詳細は8月下旬に本学ホームページ・品川区報等に掲載予定です。
参加対象16歳以上・入場無料・要事前申込

◆お問い合わせ・申込　文学部事務室　☎03-3492-8791

【日　時】7月11日（火）〜 24日（月）、
　　　　  8月  8日（火）〜 12日（土）、
　　　　  9月  5日（火）〜 11日（月）
　　　　  10時〜 18時30分
　　　　  （図書館閉館日を除く） 
　　　　  ※8月12日は16時まで

【会　場】品川キャンパス
　　　 　図書館展示コーナー
         　（11号館1階）

◆お問い合わせ　品川学術情報課
               　　　☎03-3492-6615

ようこそオープンキャンパスへ　
第15回貴重書展

　「すべての子どもたちに外国語を学ぶ喜びと平和な未来をひらく力を」を合言葉に、50年
以上にわたり活動している新英語教育研究会。「子ども・教師が希望と自信をもてる英語教
育を！」をテーマに、全国の英語教師と学生の皆さんが参加できる「2017年 第54回全国大
会 東京大会」が立正大学品川キャンパスで開催されます。今回は講演のほか新英研講座や
分科会、ワークショップなど、教育現場ですぐに役立つ企画が満載です。

【日　時】8月5日（土）・6日（日）・7日（月）
【会　場】品川キャンパス 石橋湛山記念講堂・5号館・9号館

　　　  　●記念講演　8月5日（土）13時45分〜
　　　  　わかりあえないことから
           　―いま、なぜ、コミュニケーション教育か―
　　　  　講師：平田オリザ氏（劇作家・演出家・青年団主宰）
　　　  　●ミニコンサート　8月5日（土）12時30分〜

　　　  　その他プログラム詳細はhttp://2017.shin-eiken.comをご覧ください。

◆お問い合わせ　文学部事務室　☎03-3492-8791

新英語教育研究会第54回全国大会C
AB
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国際交流国際交流

体をフォローすることもまたアンさんの役割
でした。
　「チームが苦しいときは、選手に声を掛けた
り、励ましたり、“闘魂を注入したり”など、
さまざまなフォローをしなければなりません。
この役回りは性格的に自分に合っていたと思
います。自分自身に対して、いい意味でのプ
レッシャーにもなりました」という言葉からは、
アンさんが何よりもフォア・ザ・チームの精
神を大切にしてきたことが伝わってきます。

毎日が自分との戦い

　プロのサッカー選手として、常に順風満帆
だったわけではありません。「壁にぶつかった
ときも何度となくあった」と言います。そん
なときは、「ここを乗り越えたら、いいことが
待っている！」と自分に言い聞かせ、諦めるこ

負けず嫌いなサッカー少年

　２００２年から今年の春まで15年間、
プロ選手としてサッカーを続けてきたア
ン・ヨンハさん｡小学生１年生のとき、休
み時間に学校のグラウンドで友だちと始
めたボール遊びがきっかけとなり、サッ
カーに興味を持つようになりました。「少しで
も時間があれば、ただひたすらゴールに向かっ
てボールを蹴っていました」と、当時の思い
出を楽しそうに語ります。
　「兄といつも競い合ってばかりいたので、負
けたくない、勝ちたいという気持ちが強く、負
けても勝つまで粘り強く食いついていくような
子どもでした」と言うアンさん。小・中学生時
代はＤＦで、高校ではボランチと呼ばれる守備
的MＦを務めました。

フォア・ザ・チームの精神で

　プロになってからもボランチとして活躍。
守備のみならず、攻撃面にも関わるボランチ
は、周りの状況を常に確認しなければならな
いプレッシャーのかかるポジションです。そ
のため、チーム内の雰囲気づくりやチーム全

となく壁にぶつかっていったそうです。
　「毎日が自分との戦いでしたが、頑張り続け
ることができたのは、多くの人たちの応援が
あったからです。プロになれたのも、これま
で応援してくださったり、支えてくださったり
した人たちがいればこそ。それを考えたら、
簡単には諦められません。自分の定めた目標
がある限り、たとえそれが達成できなかった
としても、胸を張れるように納得のいくまで
努力するのが〝筋〟だと思います」

子どもたちの夢の実現をサポート

　アンさんは２０１７年３月、プロ生活に区切
りを付けました。「これまでサポートしてくだ
さった方々への恩返しの意味も含め、今度は
自分がサポートする側に立って、かつての自
分と同じように、『サッカー選手になりたい』
という夢を追いかける子どもたちの後押しを
したい」と語ります。
　アンさんは立正大学在学中（１９９８年～

元プロサッカー選手
JunistarSoccerSchool代表

経営学部経営学科卒業安
ア ン

 英
ヨ ン ハ

学さん

“夢は叶う”と信じ、
諦めることなく
目標に向かって進む!!

1978年岡山県倉敷生まれ。2002年経営学部経営
学科卒業。同年にプロデビュー。朝鮮民主主義人
民共和国の代表にも選ばれ、2010年にはFIFAワー
ルドカップ・南アフリカ大会に出場。2017年3月
に自身のブログで現役引退を発表。現在は、
JunistarSoccerSchoolの代表を務めている。

●安 英学（アン・ヨンハ）さん

同じく引退セレモニーにて。これまでの応援に対する感
謝とともに、今後の抱負を述べるアン・ヨンハさん
©ALBIREX NIIGATA

す。しかし、漢字を書くのは苦手で、一緒に
働くスタッフの方に教えてもらうこともあるそ
うです。そんなマリーヌさんは日本語能力試
験のN1合格を目指し、仕事をしながら勉強に
励んでいます。
　留学期間の前半を過ごした熊谷キャンパス
では、留学生が少なく目立っていたとマリー
ヌさんは振り返ります。サークルに入るまで
は日本人の友だちが出来なかったそうですが、
以前やっていたドラムの演奏をするために音
楽サークルに入り、そこで親切にしてもらい、
友だちが出来るきっかけとなったそうです。
その後、品川キャンパスでは立正大学学生国
際交流会（RIEA）に所属し、友だちとの交流
を大切にしていたようです。
　最後に「留学生活を充実させるためには、
サークルに入って日本人の友だちを増やすこ
とが大切です」と現在、立正大学へ留学して
いる学生にエールを送ってくれました。

２００２年）、サッカーと勉強を両立させつつ、
プロのサッカー選手になるという目標に向
かって突き進んでいました。後輩たちにも夢
を大切にしてほしいとエールを送ります。
　「立正大学に通っている学生たちも、それぞ
れ夢を持っていると思います。その夢を叶え
るために、いろいろな経験をしてほしいと思
います。大きな壁にぶつかることもあるけれ
ど、自分の夢が叶うことを信じて、頑張ってく
ださい」

住田新 文学部社会学科2年

1, Why did you decide to study in Japan?
あなたが日本へ留学した理由を教えてください。
There are many reasons why I have chosen to 
study in Japan. First and foremost I enjoy and 
embrace the culture as much as my own. 
Japan's interesting culture has drawn me to 
be more curious in learning more about the 
country, whether it be through language or 
history. Like many others, my interest in 
Japanese animation, manga, and video game 
culture has also enticed me to take the 
opportunity to learn here.

（Clarentio Ecker）

2, Why did you choose this program?
なぜ立正大学のショートコースに参加しようと
思いましたか？
I had been taking Japanese language courses 
at my home university of Collin College for my 
own personal interest. My Japanese language 
professor had gone to a seminar somewhere 
in Texas at the end of this last winter and had 
met the program coordinator here at Rissho 
University. My professor encouraged our class 
heavily to go if we could find the time and 
afford too and I knew it was an opportunity I 
could not pass up both for my language study 
and for my own personal enjoyment.

（James Hudman）

3, How did you feel after participating 
in this program?
日本語プログラム・ショートコースに参加して
どのように感じましたか。
It was loads of fun.  I've learned more here in 3 
weeks, than in months back at home (both 
language and culture), and we got to explore 
everything from Tokyo proper to a temple 
shrouded amongst the mountains.  It has been 
a unique and memorable experience indeed.

（Nicholas Bathurst）

4, What was your impression of the 
students at Rissho University?
あなたは立正大学の学生にどのような印象を持
ちましたか？
Many students here, and perhaps all of Japan, 
were hesitant to talk to us. I was equally shy. 
They would have to speak to us in English 
mostly, as our Japanese is not very developed 
yet. But they were very friendly when we did 
try to speak Japanese and ask them for help 
or directions. Rissho's students were very 
nice.

（Sebastian Hardy）

5, How do you want to make use of this 
experience?
今回の経験をどのように活かしますか？
Growing up I have always thought about 
coming to work in Japan. The idea of having to 
do something like teach English has scared 
me away from that path, but after participating 
in this program, meeting the people, and 
getting to see the country with my own eyes I 
think that doing any sort of work to come here 
again would be worth the effort.  I definitely 
want to get serious about making my 
language fluency as good as possible to either 
come spend another semester here or to work 
in the country.  I will have to think a lot about 
where to go from here and look at the 
opportunities available to me. 

（James Hudman）

剣道や茶道などの日本文化を体験

流暢な日本語とすてきな笑顔で、お客様やスタッフから
慕われているマリーヌさん

留学中はクラスメートと高尾山や
成田山をはじめ、日本各地の名所
を訪ねました

国費外国人留学生
立正大学で過ごした1年間
そして再び日本へ マリーヌ・マサールさん

米テキサス州、Collin Collegeからの留学生に聞く

　平成25年9月から1年間、国費外国人留学
生として立正大学に留学していたマリーヌさ
んは、シャルル・ド・ゴール大学を卒業後、
母国ベルギーで働いていました。「日本に留学
していた期間は短かったので、好きな日本で
もっと長く生活したい」という想いを実現す
るため、日本で働けるところを探していたそ
うです。
　マリーヌさんは現在、ベルギー王室御用達の
高級チョコレートを扱うPIERRE MARCOLINI

（ピエール マルコリーニ）Gransta店（JR東
京駅）で正社員として働いており、販売・接
客を担当しています。
　働き始めてからはクリスマス、バレンタイ
ンと忙しい時期が続いたマリーヌさんでした
が、「お客さんに『日本語が上手ですね』と言
われたときはうれしかった」と笑顔で話しま

　5月26日（金）から6月17日（土）の3週間、Collin College（アメリカ・テキサス州）に通う
7人の学生が熊谷キャンパスにて日本語プログラム・ショートコースを受講しました。
　本学では、日本語と日本事情の講義や日本文化体験を行う日本語プログラム・ショートコースを
実施しています。留学生たちは華道・茶道・剣道・書道や、さきたま古墳・小江戸川越・身延山久
遠寺・富士山世界遺産センターへのバスハイクなど、日本ならではの体験を楽しみました。
　日本語プログラムに参加した彼らに今回の留学について聞いてみました。

立正大学
「日本語プログラム」に参加して

2017年4月、デンカビッグスワンスタジアムで行われた引退
セレモニーにて　　　 　　　　　　©ALBIREX NIIGATA
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生活レベルから持ち続けることができるか。
そうした「本気の日々」を積み重ねること
でしか、「全国で勝つ準備」はできません。
宮城県の地で、さらに成長した立正大淞南
サッカーを見せられるように、部員全員で
頑張りたいと思います。

昨 年夏、4年ぶり3度目の甲子園出場を
目指して全力で戦った3年生の悔し涙

を、後輩たちは目の当たりにしました。「勝
てば夢の甲子園、負ければ終わり」という
現実をあらためて痛感させられました。
　初めての公式戦となった秋季島根県大会
では準優勝を果たし、2年ぶりの秋季中国地
区大会に出場しましたが、初戦敗退に終わ
りました。選手・スタッフ・保護者が一丸
となって頂点を目指し、全力で駆け上がっ
てきた努力が実ることはありませんでした。
2季連続して決勝で敗れたことをチームとし
て乗り越えるために、長い冬の準備期間を
過ごしました。
　成果が問われた春季大会では、選手個々
の不安要素を互いに補いながら、完成形と
はほど遠い中で力を合わせて戦う姿を見る
ことができました。結果的にはベスト8でし
たが、各選手たちは目標達成までに取り組
むべき課題が明確になりました。その意味

る立正大淞南は、後半23分、ニアサイドへ
のセンタリングに飛び込んだFW・安野真央
君（3年）が倒れながらも気持ちでボールを
ねじ込み、ついに逆転に成功します。そして、
そのまま逃げ切り、逆転勝利で10年連続12
回目のインターハイ出場を決めました。
　10連覇というプレッシャーと先制点を奪
われるという苦しい試合展開を、今まで積
み重ねてきた「準備の力」で乗り越えた選
手たち。全国大会に向けて、どこまで高い
意識で厳しい練習ができるか、その意識を

では、この敗戦は「考えて練習をする」た
めのまたとない機会になったと思います。
　2度目の甲子園に出場した立正大淞南ナイ
ンに憧れて入部した選手が、新たな歴史の1
ページを刻み、これぞ淞南野球、これぞ高
校野球という、はつらつとしたプレーを皆
さんの前で表現したいと思います。5年ぶり
3度目の甲子園出場に向けて、もう一度チー
ム全員が結束して戦っていこうと思います。

勢を緩めないイレブン。ところが、前半10
分、一瞬のスキを突かれて1点を先取されま
す。それでも、あわてたり、弱気になったり
することはありません。どんな状況になって
も、「今まで積み上げてきた淞南サッカーを
やり続ける」という準備はできていました。

後半23分、逆転に成功!!
　さらに運動量が増し、攻め続ける立正大
淞南は、後半14分、ゴールをこじ開けます。
交代出場の右MF・河岸真太朗君（3年）が
右サイドを破ってセンタリングを送り、飛び
込んできた左MF・岩田大和君（3年）がヘディ
ングで同点ゴール。これを機に、攻撃の勢
いがさらに増し、一気にゴールに襲いかか

先制されても淞南サッカーを貫く

平 成29年度全国高校総体「はばたけ世
界へ　南東北総体2017」サッカー

競技（宮城県）への出場権をかけた島根県
予選は、6月3日に決勝戦が行われました。
　立正大淞南応援団の嵐のような大声援に
背中を押され、立ち上がりから一気に相手
チームに襲いかかります。開始3分、バック
ラインの背後に抜け出したFW・藤井奨也君

（2年）がドリブルで中央を破ると、ペナル
ティエリア内でファールを受け、いきなり
PKのチャンス。しかし、左に外れて先制点
を奪うことはできませんでした。
　好機を逃しても気落ちすることなく、攻

平 成29年度全国高校総体
のバスケットボール・島

根県予選大会に出場し、浜田高
校体育館において浜田高校と対
戦しました。予想通り、相手チー
ムの応援はとても大きく、厳し
い環境での試合となりました。
そのなかでも、主将の石田亜廉
君（3年）は、高校からバスケッ
トボールを始めたにもかかわら
ず、これまでの集大成として1
人で20得点を叩き出す活躍を見せました。
1年次から常に1人で自主練習にも取り組ん
できた副主将の森江日雅君（3年）も、3年
生最後の大会として皆を支える機動力でベ
ストを尽くしました。
　最後のミーティングでは3年生全員が、こ
こまで共に切磋琢磨し、努力してこられた
ことに対する感謝の気持ちを涙とともに語
り、後輩たちへのエールとしました。結果
は悔しい敗退ではありましたが、2年生の心
に刻まれる3年生の後ろ姿でした。マネー
ジャーとしてチームを支えてきた山本和香

奈さん（3年）も含め、3年生の思いを引き
継ぎ、2年生の一人ひとりは今、体力とスキ
ルに磨きをかけていく練習に励んでいます。

先制されてもひるむことなく、終始攻めの姿勢を見せ続けた立正大淞南イレブン。積み上げてきた自分たちのサッ
カーを貫き通し、インターハイ出場を決めました

コーチ、マネージャーと並んで記念撮影

10年連続12回目!!
インターハイ出場決める

3年生 ラスト試合を飾れず!!
思いを引き継ぎ、練習に励む後輩たち

サッカー部

野球部

バスケットボール部

で働きたいという目標を
持って、大阪体育大学で
4年間学びました。
　高校時代、私はサッカー部に所
属していました。日本一という目標
を実現させるために日々練習に取り
組んでいましたが、その目標を達成
することができませんでした。目標
には届きませんでしたが、立正大淞
南高校で過ごした3年間は自分を人
として大きく成長させてくれました。
次は指導者という立場で、高校生
の時に達成できなかった目標を実
現するために、自分の経験を伝え
るなどして、精一杯やっていきたい
と思います。
　また、体育の授業では、スポー
ツの楽しさや、練習すればできるよ
うになるという達成感を味わっても
らえるような授業をしていこうと考え
ています。
　生徒には授業、部活動、寮生活
を通して目標を持つこと、それに向
かって努力し続けることの大切さを
伝え、「人」として成長していけるよう
にサポートをしていきたいと思います。
そして、そのことを通して、私自身も
成長していければと願っています。

　本年度より、体育を担当すること
になりました。自分自身が立正大淞
南高校の卒業生で、このような形で
母校に戻ってくるこができて、とて
もうれしく思っています。高校卒業
後は体育の教師を目指すと同時に、
いつか母校である立正大淞南高校

目
標
に
向
か
っ
て
努
力
し
続
け
る
こ
と
が
大
切

立正大淞南を卒業
サッカー部に所属し
インターハイ3位を経験

▼ 結果
決勝 VS 大社 2 -1
準決勝 VS 松江商業 1- 0
準々決勝 VS 松江農林 5 -1
二回戦 VS 横田 14 - 0
初戦 VS 江津 12 - 0

奮闘むなしくベスト8に終わった春季大会。3度目の甲
子園出場を目指し、立正大淞南ナインの新たな挑戦が
始まります

春季大会はベスト8止まり
見えてきた課題を克服し
3度目の甲子園出場を目指す

完全アウェーという厳しい環境のなかで奮闘する立正大淞南チームの
メンバーたち
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す。活動を通じて学校内の保護者同士の交
流を図るとともに、温かい出会いの場とし
ての機能も果たしています。
　カルチャー教室に通う卒業生のお母さん
から、本校の評判を聞いて入学を決めたと
いう生徒もいます。末永くいつまでも続い
ていくことを願っています。

師 親会カルチャー教室が発足したのは、
30年近く前。当時の校長先生の「保

護者の方との関係を密にしたい」という思
いを背景に始まりました。当時、書道の講
師をされていた漆原先生(本校OB)の書道教
室からスタートし、徐々に広がりながら、
現在は7つの教室が開講されています。講師
を務めるのは卒業生、卒業生の保護者、本
校教諭です。とてもアットホームな雰囲気
で、子どもが卒業しても通い続ける親御さ
んが多くいます。
　パンフラワー教室の西山敦子先生は、皇
室の方に絵の手ほどきをされるほどの実力
を持つ先生です。この教室は24年も続いて
いますが、生徒として長年教わりながら、
講師の資格まで身につけたお母さんもいま

5 月に行われた東京都高等学校空手道選
手権大会・女子団体組手部門において、

本校空手道部が見事第5位に入賞し、関東大
会出場権を得ました。
　関東大会は6月10日〜11日に東京武道館
で開催されました。男女団体：型・組手の部、
男女個人：型・組手の部の計8種目で競技が
行われました。

5 月に日本橋三越百貨店で開催された「池
坊展」に高校華道部の生徒5人の作品

が展示されました。顧問の浦野先生と外部
指導員の望月先生の二人三脚での指導が実
り、見事な作品に仕上がりました。会場に
は連日大変多くの来場者でにぎわいました。

「礼に始まり礼に終わる」という武道の精神を体現し、関東大会出場という快挙を成し遂げた空手道部の女子
部員たち。決めのホーズを取る彼女たちの表情にも達成感が溢れています

西
村
綾
華
さ
ん
の
作
品
。
日
本
の
伝
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美
と
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ダ
ン
な

感
覚
が
見
事
に
融
合
し
て
い
ま
す

高校空手道女子団体の部で 
関東大会に出場!!　

「池坊展」に作品が展示される

みました。大
学時代は、「時
代ごとに人間の
成長の特徴が変化してい
く」現象を数式とグラフ
で分析する研究を行いま
した。
　中高時代は剣道部で
活躍しましたが、現在は
空手道部の顧問を務めて
います。本校の空手道部
は、今年度の高校空手
道女子団体の部で、本
校初の関東大会出場と
いう快挙を成し遂げまし
た。部員には「礼に始ま
り礼に終わる」という武
道の精神を大切にしてほ
しいと考え、その視点に
立って指導しています。
　クラスの生徒たちに

は、明るく楽しい学校生活を送るな
かで、しっかりとスイッチの切り替
えができる、けじめをつけられる人
間に成長してほしいと願っています。
　この春3月にはパパとなり、公私
ともにますます充実した日々を送っ
ていきたいと思います。

　本校に奉職して6年目になります。
現在、高校1年生の担任を務めてい
ます。
　中高時代は数学や理科が好きで、
さまざまな物理現象に興味を持ち
始め、次第により深く研究しようと
考えるようになり、物理学の道に進

け
じ
め
を
つ
け
ら
れ
る
人
間
に
育
って
ほ
し
い

さまざまな物理現象を
より深く研究しようと
物理学の道に進む

パンフラワー教室、書道教室に参加する生徒
さんたちの力作。出来上がった作品を展示した
り、批評しあったりするのも楽しみの一つです

本校初の快挙 !!

温かい出会いの場としても機能
 ７種類の師親会カルチャ－教室を開講

華道部の活躍

●出場選手は以下の7名です。
高校3年　加納 茉奈可
高校2年　ロケット 佳子 ジャスミン
高校2年　笹本 瑚都
高校2年　松崎 梨江奈
高校2年　本郷 一璃
高校1年　佐々木 真悠子　
高校1年　遠山 凪　

教室名 講師

①パンフラワー教室 西山 敦子先生
②書道教室 酒井 佑先生
③パソコン教室 幸 智子先生
④英会話教室 ラルフ先生
⑤茶道教室 岩田 康宏先生
⑥水彩画教室 西澤 弘子先生
⑦写経教室 堀井 寛史先生

●作品が展示された生徒は以下の5名です。
高校3年　西村 綾華
高校3年　川上 莉奈
高校2年　村井 友香
高校2年　田中 優里
高校2年　中嶋 優希

受験生の皆さまへ 入試要項2018年度
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　そして、6月12日から行われた春
季1部・2部入替戦（2勝先取）。1部
6位の専修大との対戦となりました。
異様な緊張感が漂う第1戦は相手
エースの巧みな投球術に翻弄され、
苦しい展開でしたが、終盤に集中打
を浴びせ、5－1で勝利。第2戦は行
き詰まる投手戦で、反撃の好機を逃
し、惜しくも0－2で敗北しました。
　最終決戦として迎えた第3戦は序
盤からお互いに点を奪い合い、手に

汗握る白熱した試合展開となりまし
た。決着したのは6－6の同点で迎え
た9回裏1死3塁。主将・河津和也内
野手（法学部4年）の会心の一打で
サヨナラ勝ち!　劇的な幕切れで見事
1部復帰を果たすことができました。
　今季も本学硬式野球部に熱いご声
援をくださり、誠にありがとうござ
いました。1部復帰となる来季は熱
戦の舞台が明治神宮野球場へと移り
ます。引き続き皆さまの熱いご声援
をよろしくお願いいたします。

合言葉は「野球部に続け!」
明るいニュースが豊富な強化クラブ
　本学では、学生に親しまれているスポーツを振興することを目的に、硬式野球部、ラグビー部、サッカー部を強化クラブと
しています。ぜひ応援にいきましょう!

　本学硬式野球部が加盟している東
都大学野球連盟春季2部リーグ戦が
4月5日に開幕。約2カ月間、5球場
で熱い戦いが展開されました。1部
復帰を目標に掲げて挑んだ今大会は
投打がかみ合い、開幕戦から無傷の
10連勝。見事に2部優勝を飾ること
ができました。

試合開始前にエスコートキッズを交え、対戦チームと記念撮影

左サイドをドリブルで切り込む冨江皓選手
（地球4年）

秋田大会に続き、東京大会でも見事に優勝!

　国内の7人制女子ラグビー最大の
大会である太陽生命ウィメンズカッ
プは1年で4大会行われます。その
うちの秋田大会、東京大会が5月に
開催され、両大会ともに優勝を勝ち
取ることができました。
　どの試合を振り返っても楽に勝て
るものは一つもありませんでした。
それでも優勝できたのはひとえに大
学をはじめ、皆さまから多大なるご
支援、応援をいただいたおかげです。

　心より感謝申し上げます。ありが
とうございました。
　残り2シリー

ズも優勝し、国内大会完全優勝を目
標に準備していきます。
　また、本年は15人制の女子ワー
ルドカップが8月にアイルランドで
開催されます。本学からも現時点で
5名の選手・職員・OGが日本代表に
選出され、ワールドカップ優勝に向
けて厳しいトレーニングを積み重ね
て頑張っています。
　皆さまからの応援が選手にとって
は力になります。ぜひ、応援をお願
いいたします。

女 子 セブンズ最大の大会で2連勝!ラグビー部

男 子 秋に向け、仕上がりは順調
　4月22日からオープン戦がスター
トしました。昨年度のリーグ戦で破
れた国士舘大に快勝するとともに、
同じリーグの専修大、國學院大、白
鴎大にも勝利を収め、チームは順調
に仕上がってきています。

　今年こそ「1部リーグ復帰」を果
たすため、春シーズンではオープン
戦での上位校との戦いを通して、
チームスタイルの確立と身体づくり
をすることが重要になってきます。
菅平合宿では1部常連チームともた

くさんの試合を組んでおり、目標を
達成するための負けられない戦いが
続きます。
　今年のラグビー部に期待してくだ
さい。応援よろしくお願いいたしま
す。

　6月7日（水）の1時限目に、毎年恒例の社会福祉学部1年のゼミ
履修者を対象にしたラグビー体験会を開催しました。ラグビーボー
ルに触れ、ラグビー部員とかかわることで、ラグビーの楽しさ、面
白さを知ってもらえたらと思います。簡単なルール講習も行いまし
たので、1人でも多くの人に興味を持っていただけたらうれしいです。
　部員たちは毎週火曜日から日曜日までの夕方に、グラウンドで練
習をしています。ぜひ、グラウンドに足をお運びください。ラグビー
部を応援いただければ幸いです。

社福の新入生を対象に、ラグビー体験会を開催
T O P I C S

スコットキャラクターである「モラ
りす」も登場。会場を大いに盛り上
げてくれました。
　試合は常に追いかける展開とな
り、厳しい局面が続きましたが、後
半アディショナルタイムにコーナー
キックから起死回生のゴールを決
め、土壇場で2－2の同点に。勝点1
を積み上げ、多くの方々と喜びを分
かち合いました。最後まで諦めずに
ゴールを狙い続ける姿勢が得点につ
ながりました。
　戦いは11月までの長丁場。日々の
トレーニングに励み、チーム一丸と
なって戦い抜くことで、常に勝ち点
3を取りにいきます。今後もたくさ
んのご声援をよろしくお願いします。

　関東大学サッカーリーグ戦前期も
終盤を迎えました。関東リーグ（2部）
のレベルの高さと厳しさを感じなが
ら日々努力しています。
　関東大学サッカー連盟では集中応
援日を設けており、本学では5月14
日の東京学芸大戦で実施。当日は多
くの学生や保護者、大学関係者の
方々、OB・OGが応援にいらっしゃ
いました。
　イベントとして、本学サッカー部
OBである元プロサッカー選手の安
英学氏と、サプライズで応援にい
らっしゃった、本学サッカー部出身
で現在は俳優として活躍している竹
内涼真さんのサイン抽選会を行いま
した。さらに、エスコートキッズと
して立正幼稚園の園児たちと本学マ

最後まで諦めずに
ゴールを狙う

硬式野球部

サッカー部

日本代表に選出された本学選手・職員
▲野田夢乃（社福2年）▲中嶋亜弥（本学職員）
◀長田いろは（社福1年）

応援席も大興奮。
力強い応援は選
手を勇気づけた
はずです

▶�1部復帰を決めたのは主
将・河津和也内野手（法
4年）のサヨナラ安打

▼�歓喜の瞬間。「1部
復 帰だ!!!」。 秋 季
リーグも楽しみです

▶�選手はもちろん、
監督もこの日を待ち
焦がれていました

2部で全勝優勝!
入替戦は劇的な勝利で、来季は待望の1部に

バイスキャプテンでプロップの織田将徳（社福4年）の
突進。安定感があります

最後の最後まで攻め続け、勝点1を取るこ
とができました
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付属中学・高等学校の生徒も伴走サポーターとして
活躍しました

車いすを体験しながらの説明では、利用者への接し方などを大
会本番に向けて準備しました

事前説明会（品川キャンパスで実施）に参加し、チームリーダー
の役割などを熱心に聞きました

　5月18日・19日、品川キャンパスでは日本
赤十字社との共催で献血活動が行われ、本学の
学生保険委員会（GAPPO=ガッポ）の学生が
広報・運営をサポートしました。当日は本学マ
スコットキャラクター「モラりす」と献血キャ
ラクター「けんけつちゃん」もPRに参加。学
生に献血への協力を呼びかけました。
　2日間で受け付けたのは学生119名で、その
うち84名が採血に協力してくれました。
　「GAPPO」は献血活動に加え、学生保険制
度の周知やスポーツテストの実施、ヘルシーで
お得な100円朝食や300円ランチ「ガッポラ
ンチ」の企画など、さまざまな活動に取り組ん
でいます。

献血への協力を呼びかける「モラりす」と「けんけつちゃん」

  84名  が
協力してくれました！

本学と付属中高から計17名が参加
第10回「おおたユニバーサル駅伝」
障がいの有無や世代、性別を超えて一緒に走る！
　この大会の最大の特徴は、一つの
チームが車いす利用者や知的障がい
者、高齢者、小学生など、さまざま
な選手で編成されていること。今大
会には計27チームが出場しました。
参加した学生は当初、緊張している
様子も見られましたが、リーダーと
してチームを束ね、互いを認め合い、
支え合うことが体験できる良い機会
になりました。
　初参加した学生からは「いろいろ
な方々との交流や周囲への気配りを

考えつつ、楽しむことができました」
「不安もあったけれど、小さい子や
おじいちゃん、おばあちゃんたちと
一緒に体を動かし、いろいろな話を
することができて楽しかった。また、
元気をもらった気もしました」など
という感想が聞かれました。
　そのほか、過去に参加した経験の
ある学生は「チームの境は関係なく
『行ってらっしゃい!』『頑張れ!』『お
帰りなさい!』と声をかけあえるイ
ベントです。タスキをつなぐ皆さん

の笑顔が素敵でした」と振り返りま
した。さらに、「今年で4回目」と
いう学生は「おおたユニバーサル駅
伝大会に参加できたことを誇りに思
います。4年連続での参加を通して
人とのつながりを実感できるイベン
トでした」と、おおたユニバーサル
駅伝がさまざまな人と交流する楽し
さ、大切さを実体験できる、魅力的
なイベントであることを話してくれ
ました。
　一緒に参加した付属中学・高等学
校の生徒も、伴走サポーターとして
車いす利用者や知的障がい者、高齢
者とともに一緒に声をかけながら走
り、各区間の完走をサポート。完走
した生徒は達成感に満ちた表情をし
ていました。最後は参加した学生と
生徒で記念撮影をして、一緒に汗を
流した思い出を残しました。

大会終了後は学生と生徒が大会を振り返り、交流しました

笑顔を心がけたチームリーダー。参加者
も自然と笑顔に

　学内で活動しているサークル・団体のイベント告知や
周年行事への参加の呼びかけなどの情報をお寄せくださ
い。宛先はpln@ris.ac.jpです。
　なお、紙面の都合上、掲載できない場合があります。
ご了承ください。

　クラシックギターアンサンブル部
は、本年2017年に創部50周年を
迎えました。
　半世紀もの長きにわたってクラブ
活動が継続しているのは、歴代の顧
問の先生方をはじめ、クラブ活動を
温かく見守ってくださった諸先輩方
のご尽力、後輩たちの努力の賜物と
深く感謝申し上げます。
　過去には有志による記念の会を節
目で催してまいりましたが、今般の

大きな節目では顧問の先生方、常任
指揮者・石田忠先生、OBの方々、
現役生など一人でも多くの方々にご
参加いただきたく、2年前からOBと
現役による創部50周年実行委員会
を結成し、式典の進行や名簿づくり
などの準備を進めてきました。
　式典の開催は毎年12月に実施し
ております定期演奏会終了後を予定
しております。多くの方々のご来校
を期待しております。

第24回定期演奏
会の様子

1974年春、新入
生歓迎ハイキン
グ（鎌倉にて）

クラシックギターアンサンブル部
創部50周年記念式典を12月に開催

12月16日（土）
定期演奏会　14時〜16時　品川キャンパス石橋湛山記念講堂
立正大学クラシックギターアンサンブル部　創部50周年記念式典
　　　　　　16時30分〜 19時30分　品川キャンパス7号館2階「レパスト」

　6月4日、大田スタジアム（大田区東海1丁目）
で「第10回おおたユニバーサル駅伝」が開催さ
れ、本学からは6名の学生が、付属中学・高等学
校からは11名の生徒がそれぞれ参加しました。

編 集 後 記
の大切さを感じました。私も自分の夢に向かって頑張
ります。

（住田新 文学部社会学科2年）
◆今回は「students' voice」のアンケートを担当しま
した。昨年も担当しましたが、実施する大変さを改め
て思い知らされました。

（八木蒼生 経営学部経営学科2年）

◆取材に当たり、ライフル射撃について調べました。
知らない世界のアスリートの話は興味深く、彼らの熱
意を見て、自分も負けたくないと思えるものを作りたい
と思いました。

（天白悠斗 文学部史学科2年）
◆今回は「立正人」を担当しました。プロを引退され
た安英学さんの話から、目標に向かって突き進むこと

学生保険委員会

学内献血会 を実施

情報
募集中
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　新学期が始まって早くも3カ月がたち、1年生も大
学生活に慣れてきたのではないでしょうか。そこで今
回は「立正大学の学ぶ環境」と題して、学内での学
修について学生102名にアンケートを実施しました。

アンケート実施方法
●実施期間
5月17日～6月2日
●実施人数
本学学生102名
●実施場所
立正大学品川キャンパス
●アンケート形式
自由記述設問（複数回答可）

大学での「学修環境」について
学生に直接聞きました

　回答していただいた学生の約7割が「静かさ」を重視しており、
ほかの条件より圧倒的に多い結果となりました。集中して勉強す
るためには必要不可欠な条件のようです。中には「静かすぎない」
適度な雑音があったほうが集中できるという意見もありました。
　ほかには「飲食可能なスペース」や「ネット環境・設備・wi-fi」
という条件が挙げられました。グループ学修や長時間勉強する際
に軽食が食べられたり、調べ物やレポート作成のためにパソコン
が使えたり、ノートパソコンが充電できたりするといった条件を重
視している学生もいました。

●�学内で学修する環境を選ぶときに大切にしている条件

　「図書館」と回答した学生が圧倒的で、「静かで集中できる」「明
るさ」を重視している学生を中心に、大多数の学生が利用してい
るようです。グループでの討論や勉強には、「RiLLPort」内の「カ
フェポート」や「トークパレット」、事前予約制の「RiLLCom」を
活用しているようです。

●��条件に当てはまる施設

 ・ パソコンの設置台数を増やしてほしい（文学部社会学科2年ほか3名）
 ・ 　 水でもいいので、コップで飲める機械（ウォーターサーバー）を

学食のほかにも設置してほしい（文学部史学科2年ほか2名）
・自習室を作ってほしい（経営学部経営学科1年ほか4名）
・図書館を拡大してほしい（文学部哲学科3年）
　・ 　 資格関係の教材をもっと増やしてほしい（経済学部経済学科3

年ほか1名）
・印刷機を「RiLLPort」にも置いてほしい（法学部法学科3年）
・机の仕切りがほしい（経営学部経営学科1年ほか2名）
 ・自然光が入る、開放的で静かな場所がほしい（文学部哲学科4年ほか1名）

●��施設や設備についての要望

Students' Voice の詳細は、RISカフェブログ　
http://rissho-riscafe.hateblo.jp/で公開しています。

　立正大学に射撃部が生まれてから46年目の昨
年10月、競技ライフル射撃では本学初となる国

民体育大会（国
体）出場を果た
したのは、当
時1年生だった
野々村慧選手で
す。
　野々村さんが
出場したのは射
撃競技の一種で
あるエアライフ
ル射撃。10m先
の直径10cmに
も満たない的を

狙い、圧縮空気の力で弾を発射します。約1時間
半で60発の弾丸を撃ち切るため、呼吸を整えて
ペースを上手に配分するには集中力・精神力が不
可欠です。最高得点の600点から減点方式で競う
この競技、野々村さんは昨年度の関東学生ライフ
ル選手権秋季大会で596.3点という高スコアをた
たき出しました。
　野々村さんは大規模な大会だけでなく、地域で
数多く開催される地区大会などにも参加して腕を
磨いています。「親の影響で小学生のころに始め、
中学まではひたすら撃つ練習をしていました」
　あるとき、多くの時間を割く以上に反省を繰り
返し、質を上げていく練習の重要さに気づきまし
た。それ以来、密度の高い練習を心がけているそ
うです。

　「個人競技は勉強と一緒で、練習した分だけ上
達します。練習や大会で学んだことは無駄にはな
りません」
　大学生として出場した国体は、高校までとはレ
ベルが違い、強敵を相手にスコアをうまく伸ばせ
なかったと言います。大会前の練習で「総まとめ」
を意識するというお話には、国体で味わった悔し
さを次回に生かしたいという意気込みも含まれて
いるのでしょう。
　そんな野々村さんにとって次に控える大きな大
会は、9月の関東秋季本選、そして10月の全日本
予選です。積み重ねてきた経験を武器に、次の標
的に静かに狙いを定めています。

（YMCA学院高等学校出身）
 天白悠斗 文学部史学科2年

射撃部初の国体出場「一発の反省を次の前進につなげます」
野々村 慧さん（社会福祉学部社会福祉学科2年）

この瞬間、野々村さんの集中力は極限
まで高まっています

キラリ　モラリスト×エキスパート

　新年度が始まったばかりと思っていたのに、気がつけばもう7月。間もなく第1期定期試験が始
まります。そこで、今回は図書館のほかにも試験対策で勉強ができるおすすめスポットを紹介しま
す。夏休みを楽しく過ごすためにも試験を頑張りましょう!

学修がはかどるおすすめスポット 学 内 施 設 案 内学修や試験対策をきめ細かくバックアップ

場所：
中 庭（6号 館 地
下1階側）
利用時間：
大学開校日時

〈施設の概要〉
　軽食や喫茶が
楽しめる集いと

憩いの空間。テーブル席が設置されているため、少人数

での学修にも最適です。オープンカフェになっているの

で、晴れた日には外で勉強してみてはいかがですか? 売

店もすぐそばにあり、ご飯やおやつ、文具などが購入で

きるので、勉強の合間の休憩にも最適です。

〈利用する学生の感想〉
・グループ学修に最適。
・中村売店で文具の補充がしやすい。

・グループでおしゃべりしながら、勉強ができる。

・食事ができる。

トークパレット
軽食や喫茶が
楽しめる

場所：A～J（A～Fは図書館11号館、G～I は6号館2階、
　　   Jは8号館B1古書資料館）
利用時間：A～F　9時30分 ～ 21時30分（月～土）
　　　　　G～ I　10時～20時（月～土）
　　　　　J　　　10時～17時（月～土）
　　　　　　  ※予約が必要（RiLLCom Gを除く）

〈施設の概要〉
　予約が必要な学修施設です（RiLLCom Gを除く）。貸出ノートPC、デスクトップPCのほか、プロジェクタやUPIC（電子白板）が用意されていて、グループワークでの利用にも適しているので、ゼミや課題などのプレゼン練習やパソコンを利用して資料の作成も行えます。少人数から大人数まで、それぞれに対応できる部屋があります。
　予約は7日前からできますが、RiLLCom I のグループによる貸切予約は前日までです。当日は空いていれば個人利用（端末席貸出）ができます。余裕をもって予約しましょう。

〈利用する学生の感想〉
 ・　 マーカーや付箋、模造紙

などが使えるのでグルー
プワークがしやすい。

・ 　 個人で使えるパソコン
もあって1人で集中し
て作業ができる。

RiLLCom（りるこむ）
グループ
ワークにも

場所：19号館1階
利用時間：9時 ～ 20時（月～金）

　　　　　9時 ～17時40分（土）

〈施設の概要〉
　パソコンを1人でも利用できるほか、可動式の机、ホワイトボードを自由に動か

してグループのミーティングにも利用できます。また、プレゼンテーションを行う

スペースも用意されているなど、さまざまな学修シーンに対応できる施設です。

〈利用する学生の感想〉

・ガラス張りなので外の緑が見えて、落ち着いて勉強ができる。

・　 ホワイトボードが動かせたり、持ち運べたりできるので、見やすく、自由に書き込める。

・静かに利用することができるので1人で集中するのに最適。

RiLLFore（りるふぉれ）

プレゼン
テーションも可能

場所：19号館1階　
利用時間：10時 ～16時30分（月～金）、10時 ～13時（土）

〈施設の概要〉
　1人で利用できるパソコンが設置されており、テーブル席ではグループミーティングも行うことができます。また、焼き立てパン、ワッフル、デザートなどのカフェメニューがそろい、適度に休憩しながらリラックスして試験勉強を行うことができます。

〈利用する学生の感想〉
・　 アカデミックキューブの中なので、授業が終わった後にそのま

ま利用できる。
・授業の少しの空き時間に情報収集することができる。

インターネットカフェ

カフェメニューが
豊富キャンパス熊 谷

キャンパス品 川

場所：6号館地下1階（RiLLPort）  ※RiLLPortのイベント利用は予約が必要　11号館3階（RiLLPort mini）

利用時間：RiLLPort　　　 7時30分 ～ 22時（月～土）

　　　　　RiLLPort mini　9時 ～22時（月～金）、9時 ～21時30分（土）

〈施設の概要〉
　「学び」「交流」「発信」をキーワードにしたオープンな学修スペースです。機能が異なる4つ

のポートに分かれており、仲間との打ち合わせやグループワーク、1人でゆっくり読書など、お

気に入りのスペースを見つけることができます。

　ただし、カフェポートとRiLLPort miniを除き、ランチタイム（11時30分～ 13時30分）

以外に食事はできませんのでご注意を（飲み物はOK!）。

〈利用する学生の感想〉
・ゆったり自由にグループで話し合いができる。 ・スクリーンがあるため、映像学修ができる。

・ふかふかのソファーでリラックスして本が読める。

RiLLPort（りるぽーと）

RiLLPort mini（りるぽーと ミニ）

図書館資料を
利用した学修に

RiLLPort mini

RiLLPort
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水泳歴：4歳から
出場種目：100m個人メドレー、50m背泳ぎ
好きな食べ物：チョコレート
目標とする成績：決勝進出
大会への抱負： ベストタイムを出し、決勝進
出を目指します。

山本 貴久さん

活躍するスポーツ団体
課 外 動 特 集活

頑張れ !
立正大スポーツ !

　立正大学には多くのスポーツ団体があり、体育会の一員
として日夜厳しい練習に励んでいます。好成績を収める団
体も少なくありません。そんな団体の中から、今回は体育
会水泳部と排球部にスポットを当てました。この特集を読
んだら、各団体を応援に行きたくなること請け合いです。

　世界の舞台に挑む水泳部。11月の国際大会に出場する山本貴久さん（仏
教学部3年）と志熊叶一郎さん（仏教学部3年）に抱負を聞きました!

個人種目  出場選手紹介
　100m背泳ぎ、200m背泳ぎに山本
貴久さん（仏教学部3年）、50m自由形、
100mバタフライに志熊叶一郎さん
（仏教学部3年）が出場します。「FINA
スイミングワールドカップ2017東京
大会」とともに活躍が期待されます。

　2015年度春季関東大学男子リーグ3部で優勝し、2部・3部の
入れ替え戦を制して、体育会排球部としては創部以来初の関東
大学男子リーグ2部への昇格を果たしました。

11月開催  ＞＞＞ 目指せ!　決勝進出!
世界大会「FINAスイミング
　　　　 ワールドカップ2017東京大会」

体育会水泳部が初出場!
　大学の頂点を決める「第93回日本学生選
手権水泳競技大会」にメドレーリレーと個人
種目で出場します。

9月開催  ＞＞＞ 目指せ!　大学頂点!
「第93回日本学生選手権水泳競技大会」

メドレーリレー、
個人種目で出場 !

躍進する排球部 !
創部初の2部関東大学男子リーグ で善戦

さらに上位を目指します!
　バレーボールはチームプレーです。選手、チームス
タッフ、学生コーチ、アナリスト、マネージャーが一
丸となり、体育会排球部は全員の力で大会に挑んでい
ます。春季リーグ戦では個人賞として、ブロック部門
でブロック賞を獲得することができました。この結果
は僕個人の力ではなく、チーム全体で獲得できたもの
だと思っています。今後はより一層ブロック技術を高
め、これまで以上に活躍し、チームに流れと勢いをつ
くることのできる選手になれるよう、目標を高く持っ
て努力していきます。

　春季リーグ戦では熊谷キャンパスでリーグ戦11戦のうち
2戦を行わせていただくことができました。多くの学生の皆
さんや応援指導部、また大学関係者の方々に応援していた
だき、本当にありがとうございました。残念ながら、チー
ムが一つのハードルとして捉えていた勝ち越し（6勝以上）
にはあと一歩届きませんでしたが、1部に昇格した大学や上
位校からセットを取ることができ、チームとしてさらに上を
狙うことができる可能性を感じたのは大きな収穫でした。
　秋季シーズンに向けては細かな技術、戦術を磨くことも
大切です。日頃の練習や、遠征、練習試合などさまざまなシー
ンで、「その今を超える」ことに向かってチーム全員で練習
を重ねていきます。秋季リーグ戦は9月初旬から始まります。
応援、よろしくお願いします。

高い打点から
炸裂するスパ
イクは強烈です

（左から）山本さん、堀さん、志熊さん、松澤さん

決定率ナンバーワンの鉄壁のブロック

ブロック部門で
ブロック賞を獲得
丸尾 修一朗 さん（仏教学部2年）

水泳歴：6歳から
出場種目：100m個人メドレー 
目標とする成績：決勝進出
好きな食べ物：中華料理、チョコ
趣味：カラオケ、歌・ラップを聴くこと
大会への抱負：人生初のワールドカップですが、
ただ出場するだけではなく、出るからには決勝進出
を狙いたいです!　また、世界の選手と競える貴重
な舞台なので、楽しみたいです!　50mバタフライ
も出場を狙える位置にいるので頑張ります!

志熊 叶一郎さん

  
大 会 へ の 抱 負

経営学部経営学科2年
堀 大地さん

初の全国という舞台で、

先輩たちの足を引っ張らない

ように全力で泳ぎます。

 

　　　　　　　　 出場選手紹介
●山本 貴久さん（仏教学部3年）

　背泳ぎ
●堀 大地さん（経営学部2年）　
　平泳ぎ
●志熊 叶一郎さん（仏教学部3年）　
　バタフライ
●松澤 朋樹さん（法学部2年）　

　自由形

メドレーリレー

さらに上を

狙うことのできる

可能性が

体育会排球部主将

鈴木 大道 さん

（仏教学部4年）

　チーム全員が一つの目標に向かうためには何が必要か。日々、4年
生を中心に試行錯誤しながら考え、全体のコミュニケーションを密に
することでチーム作りをしてきました。オフシーズンは特に、目標へ
の挑戦に向けて体力面の強化と、個々の能力向上を図っています。
粘り強い、全員が動くバレーボールを展開し、チーム目標を達成する
ために『その今を超える』をテーマに練習を重ねています。一つの試
合、ワンプレーごと、その1点に対して丁寧に粘り強く、全力でプレー
することを継続し、勝利へとつなげていきたいと考えています。

テーマは

小林 良介さん（副顧問兼監督）

『その今を超える』

体育会排球部体育会排球部

体育会水泳部体育会水泳部

得点を喜び合うメンバー。バ
レーボールならではの光景です

◀ RIS カフェメンバーに
よるブログ公開中！

学生記者、モデル、投稿原稿など学生の皆さんの参加をお待ちし
ています。品川キャンパス8 号館 2 階の広報課に直接来室するか、
こちらにメールをしてください。 E-mail pln@ris.ac.jp
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